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この取扱説明書と保証書をよくお読みのろえ、 
正しくお使いください。そのあと保存し、必要な 

ときにお読みください。

保証書は、「お買い上げ日•販売店名」などの記 

入を必ず確かめ、販売店からお受け取りください。
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壁取り付け用スペーサー. .
バンド（外線クランプ用）.

このたひは、壁掛形非常用放送設備をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。

製品の特徴
小規模の建築物に適した非常用放送設備です。
音声警報による発報放送、火災放送、非火災放送が可能です。
標準音声メッセージとして、計28パターンのメッセージを「日本語」と「日本語+英語」で内蔵していま 
す。
•地下3階から20階 •屋上
•階段 •体育館
エレべータ- 講堂

また、別売り品の増設用ROMを取り付けることで上記以外のメッセージを放送することもできます。 
蓄電池、スピーカー回線短絡、非常用マイク、内部コンピュータの自己診断機能付きです。
非常放送以外に、業務放送を放送できます。
120W電力増幅ユニットを内蔵しています。電力増幅ユニットの取付工事が不要ですので、蓄電池（別売 

り品）を本機に取り付けるだけで、容易に設置工事を行うことができます。
マイク優先機能を内蔵していますので、各種放送中にマイクで業務放送を行うことができます。
段階式鳴動方式を採用しています。火災放送が区分鳴動後、一定の時間が経過すると自動的に全館鳴動 
（一斉火災放送）に移行します。移行までの時間設定が可能です。

本書の使いかた
本書は次に示す内容で構成されています。
安全上のご注意：本機を安全にご使用いただ＜ための注意事項が記載されています。操作を始める前 

に必ずお読みください。
取扱説明 ：本機の使いかたや日常点検のしかたについて説明しています。
工事説明 ：設置工事のしかたを説明しています。本機の設置工事は販売店に依頼してください。

電源工事には「第1種または第2種電気工事士」の資格が必要です。
書き込み説日月 ：建物の規模や放送の目的に合わせて、本機の設定をコンピュータに書き込むための

方法を説明しています。
設置時の点検 ：非常放送や業務放送が設定通りに正しく放送できるか確認する方法を説明していま

す。
保守点検 ：保守点検のしかたについて説明しています。

非常放送設備の保守は、消防設備士（第4類甲、乙、第7類乙）または第2種消防設備 
点検者の資格が必要です。

付属品をこ確認ください。
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⑧
分解禁止

蓄電池を分解•改造しない

安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを'
次のよろに説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとき生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

△危険
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蓄電池の㊉㊀端子を 

シヨートさせない
発熱、発火の原因となり

(NJます。

禁止

蓄電池を火の中に入れない

火気にも近づけないでく 
ださい。発火、破裂の原 
因となります。

V _ _ _ _ y

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

❶ この絵表示は、必ず実行していただきたい「強制」内容です。

A危険 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負ラ危険が切迫して生じることが想定さ 

れる」内容です。

△警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負ろ可能性が想定される」内容です。

A ^ X この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定
思 される」内容です。
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安全上のご注意 必ずお守りください

工事は販売店に依頼する

❶ 工事には技術と経験が 

必要です。
火災、感電、けが、 
器物損壊の原因となり 
ます。

'必ず販売店に依頼してくださし、。

異常があるときは、
すぐ使用をやめる

煙が出る、臭いがする 

など、そのまま使用す 
ると火災の原因となり 
ます。

❶
►ただちに分電盤の電源を切って、 
販売店にご連絡ください。

重量に耐える場所に 

取り付ける

❶ 取り付け場所の強度が 
不十分なとき、落下な 
どでけがの原因となり 

ます。

'十分な強度に補強してから 
取り付けてください0

△警告
異物を入れない

禁止

水や金属が内部にはい 

ると、火災や感電の原 
因となります。

»ただちに分電盤の電源を切って、 
販売店にご連絡ください。

定期的に点検をする

❶ 非常時に作動しないと、 
火災や災害を拡大する 
原因となります。

•点検は、販売店や保守契約業者に 
依頼してください。

決められたヒューズを使う

❶ 規定以外のヒューズを使 
うと、火災の原因となりま 
す。

A注意

保守契約店に依頼する
蓄電池の交換は、販売店か

感電の原因となります。

蓄電池をぬらさない

発熱、破損などの原因と 
なります。

分解しない、改造しない

②
分解禁止

火災や感電の原因とな 
ります。

'修理や点検は、販売店にご連絡 
ください。

周囲に物を置かない

禁止

非常時の操作の妨げに 
なり、火災、災害の拡大 
の原因となります。

，指定範囲は常に整理、整頓して 
ください。
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使用上のお願い
上手にお使いいただくために、以下のことをお守りください。

日常点検をしてください。
万一の際、正常に機器が動作するよろ日常点検 
を行って＜ださい。特に非常電源の点検は必ず 
行ってください。詳しくは「日常点検」の項を 

お読みくださし'1。

日常点検時に異常を発見した場合、ただち 
に販売店または保守契約店にご連絡くださ 
い。修理•復旧を実費にて行います。
詳しくは販売店にご相談ください。
日常点検は動作の一部だけを点検するもの 

です。全ての項目を点検するものではあり 
ません。必ず定期点検を行ってください。

保守契約のお願い
消防法により、定期点横、消防署への報告、お 
よび点検結果の維持台帳への記録が義務づけら 

れています。建物の規模、用途によっては消防 
設備士、または自治省が認めた有資格者が点検 

する必要があります。
万一の際、非常用放送設備が正しく動作するた 
めに、保守契約の締結をおすすめします。保守 
契約の締結については販売店（工事店）または 
販売会社にお問い合わせください。
保守契約の締結により、ご使用者に代わりに 
「消防設備士」•「消防設備点検資格者」が定 
期点検をお引き受けするわけですから、保証期 

間内であっても定期点検業務については有償と 

なります。

本機の電源の「入/切」は分電盤で行いま 
す。通常、分電盤は切らないでください 
（常に主電源表示灯が点灯していること）。 
ただし、本機に異常がある場合は分電盤の 
スイッチを切り、保守契約店に速やかに連 

絡してください。
分電盤のスイッチには付属の分電盤注意ラベル 

をはり付け、通常は「切」にならないようにし 
て＜ださい。非常用放送設備には、停電時でも 

放送できるように非常用電源が組み込まれてお 
り、常に蓄電池を充電しているためです。

接続する分電盤のブレーカ—は接点距離が 
3.0mm以上有するものを使用して/だ今上k 
それらは、保護アース導体を 

の全ての極が遮断できるものを使用してく 

ださい。

本機の上や周囲に物を置かないでください。
本機の上部は通風口になっていますので物を置 
かないで ＜ ださい。故障の原因となります。 
また、操作の妨げとなりますので左右0.3m、 
操作面から1m以内には物を置かないでくださ 
い。

操作説明書は本機の近くに備え付けてくだ 
さい0
非常時に確実に操作できるように、本機の近＜ 
に備え付けてください。ただし、本機の上には 
絶対に置かないでください。

お手入れのしかたについて
ケースが汚れたら、ろすめた台所用洗剤を布に 
しみこませ、よくしぼり、軽くふいてください。 
そのあと、からぶきしてください。また、化学 

ぞろきんをご使用の際は、その注意書きに従っ 

てください。

お願い
操作部に触れると、非常放送などが放送され 
ることがあります。お手入れをするときは操 
作部に触れないよろにするか適切な状況の下 
でのみ行ってください。

ベンジンやシンナーなど揮発性のもの、研 

磨剤は使用しないでください。

内部の清掃や点検は、販売店にご相談くだ 
さい。
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取扱説明

運用を開始する前に正しく動作するか点検してく 

ださい。
定期的に保守点検を行ってください（詳しくは 

「保守点検のしかた」をお読みください）。
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非常放送のしくみ
非常用放送設備は火災放送時に音声を合成し、音声警報を自動的に放送します。
本機の起動方式には次に示す3つの方法があります。起動方式によって操作方法や動作のしかたが異なりま 

す。使用を開始する前に必ず起動方式を販売店か6確認して＜ださい。
-火災感知器による起動 

•発信機や非常電話による起動
手動による起動

匚 階別信号（EL）受信_ _ _ _ I

発報放送発報放送

火災放送への移行条件
1. 非常起動スイッチを押す。
2. 火災放送スイッチを押す。
3. 第2感知器作動（階別信号）
4. 発報放送終了

C_ _ 火災放送火災放送

一斉火災放送一斉火災放送

火災音信号鳴動

発報発報消灯（連動）時 点灯（発報停止）時 火災火災

発報放送

発信機および非常電話による起動

階別信号（EL）、火災放送（EF）の同時受信 非常起動スイッチと放送階選択スイツチを押す

発報放送/火災放送切換スイッチ発報放送/火災放送切換スイッチ発報連動停止表示灯

一斉火災放送

火災放送

手動による起動火災感知器による起動

第2タイマータイムアップ（0分，2〜5分） 
により一斉火災放送へ移行

第2タイマータイムアップ（0分，2〜5分） 
により一斉火災放送へ移行

第2タイマータイムアップ（0分，2
により一斉火災放送へ移行

1. 非常起動スイッチを押す0
2. 火災放送スイッチを押す。
3. 発信機起動（確認信号+階別信号）
4. 非常電話作動（確認信号+階別信号）
5. 感知器作動（階別信号）
6. 第1タイマータイムアップ（2〜5分）

火災放送への移行条件
1. 非常起動スイッチを押す0
2. 火災放送スイッチを押す。
3. 発信機起動時（確認信号）
4. 非常電話作動時（確認信号）
5. 第2感知器作動時（階別信号）
6. 第2感知器作動時（確認信号）
7. 第1タイマータイムアップ（2〜5分）

火災放送への移行条件

メモ- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

•非火災放送へ移行するには発報放送または火災放送中に「非火災放送」スイッチを押します。
•具体的な操作方法については16ぺージ以降をご覧ください。
•火災放送開始から一定時間が経過すると全館への一斉火災放送に移行する第2タイマー機能を内蔵しています。
•第2タイマーの設定が0分の場合、すぐに一斉火災放送へ移行します。
•増設用音声ROM （別売り特注品）を使用して階情報を変更できます。詳しくは販売店にご相談ください。
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設定スイッチカバ-
マイク

放送階選択パネル 

業務放送（非常放送以外の放送 
など）を放送するときはこの部分を 
操作してください。
外部から起動されるか、または非 
常用放送パネル部を操作しない 
限り非常放送は放送されません。
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本機の状態表示パネル
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各部の名前と働き
■本機の状態表示パネル

i機 の状雎

r発報連動停止］連動一斉

主電源

畜«池点檳
主回路/

願-異常菲常電源

回線短絡畜電池

故障表示—

① 主電源表示灯（緑色）
常用電源（AC100V）を使用 

しているとき、緑色に点灯 
します。
非常用電源（蓄電池：停電時 
の非常動作時）に切り替わる 
と消灯します。

② 主回路/非常電源表示灯（緑色）
常用電源または非常電源が非 

常用放送として使用できると 
き、緑色に点灯します。®1>

③ 連動表示灯（緑色）
設定スイッチカバー内の連 
動スイッチを押すと点灯し 

ます。
連動表示灯が点灯している 
ときに感知器や発信機など 
からの階別信号を受信する 
と出火階と連動階に「非常 
放送」が放送されます。
連動表示灯と連動一斉表示 
灯を同時に点灯することは 
できません。

④ 連動一斉表示灯（緑色）
設定スイッチカバー内の連 
動一斉スイッチを押すと点 

灯します。
連動一斉表示灯が点灯して 
いるときに感知器や発信機 
などがらの階別信号を受信 
すると全館一斉に「非常放 
送」が放送されます。
連動表示灯と連動一斉表示 
灯を同時に点灯することは 
できません。

⑤ 発報連動停止表示灯（赤色）
発報連動停止表示灯が点灯 
しているときに感知器から 

の階別信号を受信しても 
「発報放送」は放送されませ 
ん。「発報放送」を放送する 
には設定スイッチカパー内 

の発報連動停止スイッチを 
押して、発報連動停止表示灯 
を消灯状態にしてください 
（出荷状態）。

⑥ 充電中表示灯（緑色）
蓄電池を充電しているとき、 
緑色に点灯します。

⑦ 蓄電池正常/異常表示灯
緑色：蓄電池の電圧が正常 

のとき
赤色：蓄電池の電圧し異常 

があるとき

■⑥
■⑦

-⑧

⑧ 蓄電池点検スイッチ
手動で蓄電池を点検するとき 
に押します。
スイッチを押すとコンピュー 
夕が約10秒間蓄電池を点検し 
ます。点検した結果、異常を 
検出すると、蓄電池正常/異 

常表示灯と蓄電池故障表示灯 
が赤色に点灯します。

⑨ コンピュータ故障表示灯
（赤色）
内部コンピュータに異常が 

あるときに点灯します。

⑩ 蓄電池故障表示灯（赤色）
点灯時：蓄電池に異常があ 

るとき_
点滅時：設定したデータが 

消えたとき

⑪マイク故障表示灯（赤色）
マイクが何らかの原因で断 

線状態になると赤色に点灯 
します。

⑫回線短絡故障表示灯（赤色） 
スピーカー回線が短絡する 
と、赤色に点灯します。また、 
短絡した場所の作動表示灯が 
点滅します。0*3）

注1:消灯しているときは販売店または保守契約店にご連絡ください。
注2 :内部コンピュータによる自動点検（24時間ごと）または蓄電池点検スイツチを押しての手動点検の結果。
注3 :故障表示灯が赤色に点灯したときは点滅個所（作動表示灯）を確認の上、販売店または保守契約店にご連絡ください。
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■非常放送パネル
13 ⑭ ⑮

（U非常a動

<<<

火災放送をするには. （1]?|常起動スイッチを？す[U放送階s:尺スイッチを押すrri火災スイッチを押す

⑬非常起動スイッチ
手動で「非常放送」を放送するときに押します。 
次に示す場合、このスイッチを押して火災放送 
を放送することができます。
•発報放送時
•発報連動停止状態で階別信号が入力されたとき 

⑭火災灯（赤色）
非常起動すると点滅または点灯します。
点滅の場合

•階別信号による非常起動 

-第1タイマー（火災放送移行タイマー）作動中 
点灯の場合
•「階別信号+火災確認信号」による非常起動 
_手動起動スイッチを押したとき

⑮非常復旧スイッチ
非常放送を復旧するとき押します。

⑯⑫⑬⑲⑳
⑯発報放送表示灯（オレンジ色）

•発報放送を放送しているとき点灯します。
•発報放送の前後などには、状態表示のため点 
滅します。

⑫火災放送表示灯（赤色）
•火災放送スイッチを押すと点灯します。
•次のときには、状態表示のため点滅します。

•火災放送中にマイク放送をしたとき 

-マイク放送後のシグナル音が鳴っているとき

⑲火災放送スイッチ
•非常放送時にこのスイッチを押すと火災放送 
を放送します。

•非火災放送の後などには、状態表示のため点 
滅します。

⑲非火災放送表示灯（緑色）
非火災放送スイッチが押すと緑色に点灯します。

⑳非火災放送スイッチ
非常放送時にこのスイッチを押すと非火災放送 
を放送します。火災が発生していないことを確 
認してから押してください。

非常放送：「発報放送」、「火災放送」、「非火災放送」、「第2シグナル音（ビュービュー）|などの総称ですc
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㉑マイク指示灯（オレンジ色）
•非常時オレンジ色に点滅します。
•マイク放送をしている間、点灯します。

㉒マイク（非常放送、業務放送兼用）
•マイクをはずし、スイッチを押しなが 

ら放送してください。
•非常放送時、マイク放送は音声警報よ 
り優先されます。適切な避難誘導をし 
てください。

（23）モニタスレ。一~h —
•マイクのスイツチを押すと、モニタスピーカーの音は切れます 

（ハウリング防止）。
•音量は設定スイッチカパー内のモニタ音量スイツチで切換ます。

㉔設定スイッチカバー1
モニタ音量の調節やコンピュータ制御を入/切するときに開けま 
す。

㉕設定スイッチカバー2
次のスイッチを操作するときに開けます。このカバーを開けると 
きはプラスドライパーでねじを緩めてください。
■書込/通常/総合点検切換 

スイツチ
-発報放送/火災放送切換
スイツチ
•連動スイッチ（出火階指定）

連動一斉スイッチ（階情報指定） 
発報連動停止スイッチ

（ブロック指定） 
タイマー指定スイッチ 

記憶スイッチ

㉖モニタ音量スイッチ
モニタスピ_力一の音量を3段階で切換ます。たたし、非常放送時 

は最大音量になります。

㉗コンピュータ制御スイッチ
コンピュータに異常が発生したときにだけ操作するスイッチです。 
通常は「入」の状態でお使いください。
コンピュータ異常時に放送するとき、「切」にすると一斉マイク放 

送ができます。
異常が発見され、修理した後、このスイッチを「切」にしてから 
rx I ［一寸る久. 堂の動作に匡りま寸„

■設定スイッチ
修スイツチカバー

-㉔

■㉕

•設定スイッチカバー1内

モニ i-夕

i入

©

マイク
㉑釀

㉒.

マイク

/ \
~^""r

®

\
^ /

各部の名前と働き
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設定スイッチカバー2内

遭動一b ||««a勦琿止|

⑳書込/通常/総合点検切換スイッチ
放送する場所や機能を設定するとき、または総 
合点横を行うときに操作するスイッチです。通 
常使用するときは「通常」に設定します。出荷 

時は「通常」に設定されています。
書 込：放送する場所や機能を設定するとき

総合点検：本機の動作をスピーカー回線と切り 

離して確認するとき

㉙発報放送/火災放送切換スイッチ
発信機および非常電話による起動、または手動起動 
時に放送する音声警報の種類を設定します。
設置時に設定してください。
発報放送：発報放送を放送します。
ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音） 
「ただいま〇階の火災報知器が作動しました。係員 
が確認しておりますので、次の放送にご注意くだ 
さい〇］

火災放送：火災放送を放送します。
ピンポンピンポンピンポン
火事です。火事です。〇階で火災が発生しました。
落ち着いて避難してください。
ビュービュービュー（第2シグナル音）

㉚連動/出火階指定スイッチ
• 「書込/通常/総合点検切換」スイッチの位置 
が「通常」のとき
連動スイッチとして動作します。
このスイッチを押した場合、階別信号を受信 

すると出火階と連動階に非常放送を放送しま 
す（連動状態になります）。

• 「書込/通常/総合点検切換」スイッチの位置 
が「書込」のとき
出火階指定スイッチとして動作します。
音声警報を設定するときに使用します。

㉛連動一斉/階情報指定スイッチ
• 「書込/通常/総合点検切換」スイッチの位置 
が「通常」のとき
連動一斉スイッチとして動作します。
このスイッチを押した場合、階別信号を受信 
すると全館一斉に「非常放送」を放送しま 
す0

• 「書込/通常/総合点検切換」スイッチの位置 
が「書込」のとき
階情報指定スイッチとして動作します。
音声警報を設定するときに使用します。

㉜発報連動停止/ブロック指定スイッチ
• 「書込/通常/総合点検切換」スイッチの位置 
が「通常」のとき
「発報連動停止」スイッチとして動作します。 
スイッチを押すたびに発報連動停止状態と発 

報連動状態が切り替わります。
• 「書込/通常/総合点検切換」スイッチの位置 
が「書込」のとき
「プロック指定」スイッチとして動作します。 
外部起動によるプロック放送を設定するとき 
に使用します。

㉝タイマー指定スイッチ
「書込/通常/総合点検切換」スイッチの位置が 

「書込」のときタイムアップ時間を設定します。

㉞記憶スイッチ
「書込/通常/総合点横切換」スイッチの位置が 

「書込」のとき設定した内容をコンピュータに 
記憶します。記憶が完了するとブザー音（ピー） 
が約1秒鳴ります。

13



㉚放送復旧スイッチ
放送が終了した6、放送復旧スイッチを押します。 
放送可能表示灯が消えます。

㉟放送階選択指示灯（オレンジ色）
•非常時（階別信号など、外部起動で非常放送 

動作になつた場合）オレンジ色に点灯します。 
•手動非常放送動作時（非常起動スイッチON時） 
点滅します。この後、階別信号入力または手 
動入力（放送階選択スイッチon）で点灯しま 
す。

各部の名前と働き
■放送階選択パネル

㉚
_ _ _ K 放送+択 \[2]放 択

0 D D D D 1

放送可能

出火M作勳 明 ffUiE WiXl

5 〇 0 | | 10 ~]m a i 1

4 B Q | | 9 0 m | |

3 B D | | 8 o a | 1

2 b 〇 1 n 7 o o | |

1 a n | ] 6 0 o | |

- - - -JZ
⑩⑪@

㉟出カレベル表示灯
•スピーカーがら出力される音のレベルを表示 

します。
•外部機器を接続した場合、赤色の表示灯が点 
灯しないよラに入力音量つまみで調節してく 

ださい。

㉟放送可能表示灯（緑色）
一斉放送スイッチまたは放送階選択スイッチを 
押すと緑色に点灯し、放送可能となります。 
放送中にライン2から一般外部放送を放送する 

と消灯します（後押し優先方式（28ページ）
の項もご覧ください）。

㉜一斉放送スイッチ
—斉放送を放送するときに押します。押すと、 
作動表示灯が全て点灯します。
3線式配線の場合、アッテネーター（音量調整 

器）が「OFF」の状態でも放送できます（この 

場合、放送階選択指示灯が点灯します。）。 
アッテネーターが「OFF」のとき、放送できな 

くすることも可能です。

•一斉放送スイッチを書込時に緊急一斉指定を 
したとき一斉放送スイッチを押すと点灯しま 

す（業務放送）。

⑩出火階表示灯（赤色）
非常放送動作時、点灯で出火階を表示します
（階別信号により起動を受けた階の出火階表示
灯が点灯します）。

⑥作動表示灯（緑色）
•放送している階を点灯で表示します。放送階 
選択スイッチの操作および外部からの起動で 

点灯します。
•一斉放送スイッチを押すと、全ての作動表示 

灯が^灯します。
•非常時、出火階または連動階の作動表示灯が 

点灯します。
•スピーカー回線が短絡すると、短絡した階の 
作動表示灯が点滅します。このとき、回線短 
絡故障表示灯も点灯します。販売店または保 

守契約店にご連絡ください。
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■外部入カパネル

フイン1/外部マイ

〇
10 0° °10 0〇 。10

⑬ゴムキャップ
別売り品のコールサインユニットWU-Z05を取 
り付けるとき、このゴムキャップを外します。 
放送可能表示灯が点灯しているときにコールサ 
インユニットのスイッチを押すとコールサイン 

を放送します。

⑭入力音量つまみ
•外部入力の音量を調整します。右に回すと大 
きくなります。

•出カレベル表示灯を確認しながら音量を調整 
してください。

⑮ライン3入カジャック
テープレコーダーやCDプレーヤーなどの外部 
機器を接続するときに使います。
両方の入カジャックに機器を接続した場合、内 
部でミキシングされて放送されます（モノラル 

放送です）。



感知器起動による非常放送（発報連動時）
火災感知器作動 

階別信号が入力されると 
発報状態に移行

発報連動停止表示灯—消灯（出荷時：消灯） 
（消灯/点灯の切換は設定スイッチカパー内の“発報 
連動停止”スイッチで行ろ。）

出火階、連動階に発報放送が放送される。
連動一斉表示灯が点灯している場合、全館一斉に放送されます。

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音）
「ただいま〇階の火災報知器が作動しました。係員が確認しておりますので、 
次の放送にご注意ください。」※

HI放送限iM択

火災灯点滅（赤色）
出火階表示灯点灯（赤色）
階別の作動表示灯点灯（緑色）

I
0在[

火 災）■
]

S I ハ1'!—

:n^n；[

《：発報放送終了後、火災音信号（ピーピー）が鳴りま」^ （外部には放送されません）。

艮.操作を選択する。

^連動階 

出火階

♦火災確認時
火災放送スイッチを 
押す。
火災放送が放送され 
ます。

ピンポンピンポンピンポン 
火事です。火事です。〇階で火災が 
発生しました。落ち着いて避難して 
ください。ビュービュービュー 
（第2シグナル音）

＞マイク放送時
マイクをフックから外し、マ 
イクスイッチを押す。
マイクによる放送は他の放送 

より優先して放送されます。
一®へ

參非火災確認時
非火災放送スイッチを押す。 
非火災放送が放送されます。

•非常起動スイッチを押して火災放送を放送することもできます。
•以下の場合、自動的に火災放送が放送されます。
.発信機起動（火災確認信号入力時） .非常電話作動（火災確認信号入力時）
.第二感知器作動（階別信号入力時または .第1タイマータイムアップ（2〜5分）

火災確認信号入力時）
•マイクのスイッチ、非常復旧スイッチ、放送復旧スイッチ、非火災放送スイッチを押して「火災放送」を 

止めることができます。
＞第2タイマーの設定時間（0分/2〜5分）が経過すると一斉火災放送に移行します。

3.—斉火災放送が放送される 〇 _ _ _ I
•全館一斉に「火災放送」が放送されます。
•放送復旧スイッチで放送を中断することはできません。
•マイクで放送するとき—®へ 

•非火災放送を放送するとき—®へ

消灯

4.放送を終了する。

y 01商
；X—□ e mta'o
—□- Q- □- 口

2

卜1趣

非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
感知器が作動している間は非常復旧スイッチを押して 
放送を終了することはできません。

非常復旧

押す

冷 ^
1 »1111 ，i loom 1 \aaLD

1；]
rnh

〇
＜〇

•1 1。〇 口 .1 1001 1
.1 inon •1 1口〇 口
-1 10 0口 ，1 10 □□
'1 1001 ~1 .1 ~1

I発卿動停止I押すと発報連動停止 
ブロック***表示灯が点灯/消灯
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I㊇状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先）。
スイツチを押す 作動表示灯が点灯している階にマイク放送が流れます。

連動一斉表示灯点灯時、マイクでの放送は全館一斉放送になります。 
火災放送時、マイク放送後マイクスイッチを切ると、第2シグナル 
音が鳴ります（ビュービュー）。

♦放送階を選択し直すとき
① 放送復旧スイッチを押す。※
放送階選択指示灯が点滅します。
※：放送復旧スイッチは第2タイマーの設定時間（0分/2〜5分）が経過す 

る前まで操作できます。タイマーの設定時間経過後は無効になりま 
す。

② 放送する階を選択し、マイクで放送する。
•一斉放送の場合は一斉放送スイッチを押します。
-火災放送時に放送復旧スイッチを押した後、放送階選択スイッ 
チを押すと第2シグナル音が鳴ります（ビュービュー）。

⑧「非火災放送」を放送する。
① 非火災放送スイッチを押す。

「非火災放送」が放送されます。

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音）
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、
異常がありませんでした。ご安心ください。」

② 非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
（感知器が作動している間は、非常復旧スイッチを 
押しても非常放送は復旧しません）

非火災

非常復旧

押す

押す
2 '.へ..

5[
i-tis «L*sr

コ ian[^3 f

4匚
J

コ nn[(Q f
押す

押す

... —a iii p f ®
KT. — □ 古(atm,
——□一□—□—□

c火◎災）

□ □! J
O D厂】 °!I

口
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感知器起動による非常放送（発報連動停止時）
火災感知器作動 

階別信号が入力されると 
発報状態に移行

発報連動停止表示灯—点灯（出荷時：消灯） 
（消灯/点灯の切換は設定スイッチカパー内の“発報 
連動停止”スイッチで行ラ。）

モニタスピーカーから火災音信号が放送される。
ピー、ピー、ピー

[T]放送階iSf

「発報放送」は放送されません。
-火災灯点滅（赤色）
•出火階表示灯点灯（赤色）
•階別の作動表示灯点灯（緑色）

—（火〇災）一
シ/1 \\、

n:n：|_ _ |

n：n：i]

-:纖□-

-連動階 

-出火階

g操作を選択する 〇

＞火災確認時 〇
火災放送スイッチを 
押す。 ®
火災放送が放送され
ます„ '押す

ピンポンピンポンピンポン 
火事です。火事です。〇階で火災が 
発生しました。落ち着いて避難して 
ください。ビュービュービュー 
（第2シグナル音）

參マイク放送時
マイクをフックから外し、マ 
イクスイッチを押す。 
マイクによる放送は他の放送 
より優先して放送されます。
一㊇へ

參非火災確認時 
非火災放送スイッチを押す。 
非火災放送が放送されます。
►⑧へ

，非常起動スイッチを押して火災放送を放送することもできます。
1以下の場合、自動的に火災放送が放送されます。
-発信機起動（火災確認信号入力時） .非常電話作動（火災確認信号入力時）
.第二感知器作動（階別信号入力時または.第1タイマータイムアップ（2〜5分）

火災確認信号入力時）
，マイクのスイッチ、非常復旧スイッチ、放送復旧スイッチ、非火災放送スイッチを押して「火災放送」を 

止めることができます。
，第2タイマーの設定時間（0分/2〜5分）が経過すると一斉火災放送に移行します。

3.—斉火災放送が放送される。
—

全館一斉に「火災放送」が放送されます。
放送復旧スイッチで放送を中断することはできません。

®へ
⑧へ

'マイクで放送するとき 

＞非火災放送を放送するとき

4.放送を終了する。 一 __I
非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
感知器が作動している間は非常復旧スイッチを押して 

放送を終了することはできません。

非常復旧

押す

点灯

〇®

連動#止I 押すと発報連動停止
表示灯が点灯/消灯
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降）状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先）。
スイッチを押す 作動表示灯が点灯している階にマイク放送が流れます。

連動一斉表示灯点灯時、マイクでの放送は全館一斉放送になりますc 
火災放送時，マイク放送後マイクスイッチを切ると、第2シグナル 
音が鳴ります（ビュービュー）。

•放送階を選択し直すとき
■放送復旧スイッチを押す。※
放送階選択指示灯が点滅します。
※：放送復旧スイッチは第2タイマーの設定時間（〇分/2〜5分）が経過す 

る前まで操作できます。タイマーの設定時間経過後は無効になりま 
す。

②放送する階を選択し、マイクで放送する。
•一斉放送の場合は一斉放送スイッチを押します。
•火災放送時に放送復旧スイッチを押した後、放送階選択スイッ 
チを押すと第2シヴナル音が鳴ります（ビュービュー）。

押す

5| コBDlZCJ ¥
4[
〇1

」nn[(Q ?押す

⑧「非火災放送」を放送する。
①非火災放送スイッチを押す。

「非火災放送」が放送されますC
非火災

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、 
異常がありませんでした。ご安心ください。」

②非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
（感知器が作動している間は、非常復旧スイッチを 
押しても非常放送は復旧しません）

非常復旧

押す

□ lia 画

1 fiiTi 1 •i ■loorn '1 10 01—1
•l loo口 •i loon
1 1。〇口 •（— 1。〇 口

-1 100 口 .1 loon

1 , o .1 10 〇〇 •1 1〇〇 口
J_ _ _ L
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発信機•非常電話による非常放送（発報!
発信機•非常電話作動。 
階別信号+火災確認信号 
が入力されると発報状態 

に移行

発報放送/火災放送切換スイッチー発報放送（出荷 

時：発報放送）
（切換は設定スイッチカパー内の「発報放送/火災 

放送」切換スイッチで行う。）

出火階、連動階に発報放送が放送される。
連動一斉表示灯が点灯している場合、全館一斉に放送されます。

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音）
「ただいま〇階の火災報知器が作動しました。係員が確認しておりますので、 
次の放送にご注意ください。」 _ _ _ _ _

IT]放送*«択

S作動 mMi

火災灯点灯（赤色）
出火階表示灯点灯（赤色）
階別の作動表示灯点灯（緑色）

、\ I / /
、 _常起動_ _ _  一

•（火€｝災）

n-jnrr 1

n：n：LJ
I-連動階 

出火階

2.操作を選択する。 I
＞火災確認時 〇
火災放送スイッチを 
押す。
火災放送が放送され 
ます。 .押す'

＞マイク放送時
マイクをフックから外し、マ 
イクスイッチを押す。 
マイクによる放送は他の放送 

より優先して放送されます。

•非火災確認時
非火災放送スイッチを押す。 
非火災放送が放送されます。

）へ

ピンポンピンポンピンポン 
火事です。火事です。〇階で火災が 
発生しました。落ち着いて避難して 
＜ださい〇ビュービュービュー 

（第2シグナル音）

►㊇へ

»非常起動スイッチを押して火災放送を放送することもできます。
»以下の場合、自動的に火災放送が放送されます。
•第二感知器作動（階別信号入力時）
.発報放送終了（メッセージ2回）

•マイクのスィッチ、非常復旧スイッチ、放送復旧スイッチ、非火災放送スイッチを押して「火災放透」を 

止めることができます。
＞第2タイマーの設定時間（0分/2〜5分）が経週すると一斉火災放送に移行します。

3.—斉火災放送が放送される。
•全館一斉に「火災放送」が放送されます。
•放送復旧スイッチで放送を中断することはできません。

-㊇へマイクで放送するとき- 

，非火災放送を放送するとき- ノぺ

4.放送を終了する。
iii®@

非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
感知器が作動している間は非常復旧スイッチを押して 

放送を終了することはできません。

非常復旧

押す

i a lain i •（ :1〇〇 口 。[_ _ id nr i
V < •1 1001 1 *|no口

•1 1。〇口 ■ 1。〇1]f *1 1。〇口 ，l Ino 口
•1 10 011□ •1 IodLJ

発報 火災[m
IT
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㊇状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先）。
スイッチを押す 作動表示灯が点灯している階にマイク放送が流れます。

連動一斉表示灯点灯時、マイクでの放送は全館一斉放送になります。 
火災放送時、マイク放送後マイクスイッチを切ると、第2シグナル 
音が鳴ります（ビュービュー）。

•放送階を選択し直すとき 
十放送復旧スイッチを押す。※
放送階選択指示灯が点滅します。
※：放送復旧スイッチは第2タイマーの設定時間（0分/2〜5分）が経過す 

る前まで操作できます。タイマーの設定時間経過後は無効になりま 
す。

②放送する階を選択し、マイクで放送する。
-一斉放送の場合は一斉放送スイッチを押します。
-火災放送時に放送復旧スイッチを押した後、放送階選択スイッ 
チを押すと第2シグナル音が鳴ります（ビュービュー）。

放送復旧

押す
[21 tt送颶遍択

B Q

⑧「非火災放送Iを放塞^ 〇

一一

① 非火災放送スイッチを押す。
「非火災放送」が放送されます。

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音）
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、
異常がありませんでした。ご安心ください。」_

② 非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
（感知器が作動している間は、非常復旧スイッチを 
押しても非常放送は復旧しません）

非火災

.•.-口 〇 ^nS1
JR. — □ H [a^HO

非常復旧

押す

i min iu しnn

o
Q)

f 1〇〇口
•l- - - lo°r-i~

1 :D 口！ i
o □

l Jno口 oo[-コ

<1 loo 口 •i loorn
•i loorn .i inon



発信機.非常電話による非常放送（火災）
発信機•非常電話作動。 
階別信号+火災確認信号 
が入力されると発報状態 

に移行

発報放送/火災放送切換スイッチ—火災放送（出荷 

時：発報放送）
（切換は設定スイッチカパー内の「発報放送/火災 
放送」切換スイッチで行〇。）

1.出火階、連動階に火災放送が放送される。
連動一斉表示灯点灯しているときは全館一斉に放送されます。
ピンポンピンポンピンポン
火事です。火事です。〇階で火災が発生しました。落ち着いて避難してくださ 
い。ビュービュービュー（第2シグナル音）

[Tl放送階iH択

出火閉作勦 mm

□^n-[

火災灯点灯（赤色）
出火階表示灯点灯（赤色）
階別の作動表示灯点灯（緑色）

（火〇災）'
n-n：i|

餅:□-

^連動階 

出火階

.非火災確認時 
非火災放送スイッチを押す。 
非火災放送が放送されます。
—⑧，）へ

•マイク放送時
マイクをフックから外し、マ 

イクスイッチを押す。
マイクによる放送は他の放送 

より優先して放送されます。

一㊇へ
•マイクのスイッチ、非常復旧スイッチ、放送復旧スイッチ、非火災放送スイッチを押して「火災放送」を 

止めることができます。
•第2タイマーの設定時間（0分/2〜5分）が経過すると一斉火災放送に移行します。

斉火災放送が放送される^_
*全館一斉に「火災放送」が放送されます。
•放送復旧スイッチで放送を中断することはできません。

-㊇へ
►⑧'

1マイクで放送するとき- 

，非火災放送を放送するとき_ ノぺ

3.放送を終了する。

(ai

古 IBtfwb

■m.—□—□—q I

3

IQ (0101
'©@

非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
感知器が作動している間は非常復旧スイツチを押して 

放送を終了することはできません。

非常復旧

i adidill •1 la on >1 1〇〇口

•i loon ■1 10 01 1

，l ]oo[J •1 ロロ
ィ IDO口 1 1001 1

,| |DDL| ，l 1。〇1 1\Lx

押す

発報 火災
放送1 【放送
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㊇状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先） 〇

スイッチを押す 作動表示灯が点灯している階にマイク放送が流れます。
連動一斉表示灯点灯時、マイクでの放送は全館一斉放送になりますc 
火災放送時、マイク放送後マイクスイッチを切ると、第2シグナル 
音が鳴ります（ビュービュー）。

參放送階を選択し直すとき
① 放送復旧スイッチを押す。※
放送階選択指示灯が点滅します。
※：放送復旧スイッチは第2タイマーの設定時間（0分/2〜5分）が経過す 

る前まで操作できます。タイマーの設定時間経過後は無効になりま 
す。

② 放送する階を選択し、マイクで放送する。
•一斉放送の場合は一斉放送スイッチを押します。
-火災放送時に放送復旧スイッチを押した後、放送階選択スイッ 
チを押すと第2シグナル音が鳴ります（ビュービュー）。

[2] 択

5I
出火k作動 Mixn

□ no [Kpc)押す

4「
n\

]010 押す

1 frTl IFil 1

⑧「非火災放送」を放送する 〇

① 非火災放送スイッチを押す。
「非火災放送」が放送されます。

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音）
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、
異常がありませんでした。ご安心ください。」

② 非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
（感知器が作動している間は、非常復旧スイッチを 
押しても非常放送は復旧しません）

非火災

□

非常復旧

押す

② ①

〇] Ef1®1

古
——□—□—□

pj-： !5〇
[ ii» 川 ]

＞宇

0 ini _
>©@

•1 IodCD <( ]a al l
.1 loom •i loorn

I 〇 D .1 loal—1
，1 1。〇口 'I iDDl—1

.1 Inacn ■1 IOD口
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手動による起動（発報）
発報放送/火災放送切換スイッチ—発報放送（出荷時：発報放送） 
（切換は設定スイッチカパー内の「発報放送/火災放送」切換スイッチ 
で巧ろ）
手動起動には、手動連動と個別連動があります（出荷時は手動連動）。 
詳しくは販売店または保守契約店にご確認ください。

ツチを押す。I.非常起動スイ
発報放送が放送されます。

連動階

〇押す 押す
•放送階選択指示灯が点滅します。

2.放送階選択スイッチを押す。

ピンポンピンポンピンポン 
（第1シグナル音）
「ただいま火災報知器が作動し 
ました。係員が確認しており 
ますので、次の放送にご注意 
ください。」

放送階•連動階の作動表示灯が点灯。 
放送階選択指示灯が点灯

豆.操作を選択する。
＞火災確認時 〇
火災放送スイッチを 
押す。
火災放送が放送され
ます。 .押す'

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _

ピンポンピンポンピンポン 
火事です。火事です。
（〇階で）※火災が発生しました。落 
ち着いて避難してください。
ビュービュービュー（第2シグナル音）

•マイク放送時
マイクをフックから外し、マ 
イクスイッチを押す。 
マイクによる放送は他の放送 

より優先して放送されます。
—㊇’

•非火災確認時
非火災放送スイッチを押す。 
非火災放送が放送されます。

:階別信号を受信して火災放送に移行したとき. 

加されて放送されます。

）へ

階情報（〇階で）が自動的に追

•非常起動スイッチを押して火災放送を放送することもできます。
＞以下の場合、自動的に火災放送が放送されます。
_発信機起動（火災確認信号+階別信号入力時）.感知器作動（階別信号）
.非常電話作動（火災確認信号+階別信号入力時）.第1タイマータイムアップ（2〜5分）
►マイクのスイッチ、非常復旧スイッチ、放送復旧スイッチ、非火災放送スイッチを押して「火災放送」を 

止めることができます。
►第2タイマーの設定時間（0分/2〜5分）が経過すると一斉火災放送に移行します。

24

全館一斉に「火災放送」が放送されます。
放送復旧スイッチで放送を中断することはできません。
マイクで放送するとき

非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
感知器が作動している間は非常復旧スイツチを押して 
放送を終了することはできません。

発報 火災
放送1 I放送

:;□相1

5.放送を終了する。

4.一斉火災放送が放送される — 1



㊇状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先） 〇

スイッチを押す 作動表示灯が点灯している階にマイク放送が流れます。
火災放送時、マイク放送後マイクスイッチを切ると、第2シグナル 
音が鳴ります（ピューピュー）。

參放送階を選択し直すとき
① 放送復旧スイッチを押す。※
放送階選択指示灯が点滅します。
※：放送復旧スイッチは第2タイマーの設定時間（0分/2~5分）が経過す 

る前まで操作できます。タイマーの設定時間経過後は無効になりま 
す。

② 放送する階を選択し、マイクで放送する。
'—斉放送の場合は一斉放送スイッチを押します。
•火災放送時に放送復旧スイッチを押した後、放送階選択スイッ 
チを押すと第2シグナル音が鳴ります（ビュービュー）。

非火災放送」を放送する。

5I
出:^!

i'.'i I. ( (I J

4| コ nnQQ f
押す

押す

① 非火災放送スイッチを押す。
「非火災放送」が放送されます。

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音）
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、
異常がありませんでした。ご安心ください。」

② 非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
（感知器が作動している間は、非常復旧スイッチを 
押しても非常放送は復旧しません）

非火災

非常》旧

押す

•u —□ IQ] 勝

ia.—□ S oKk)

■m- —□—□—□—□

0

•[_ _ _ 10 11 口
•「 10 0LD

o □
£3 □

〇〇口 ■I !□□[—]

-i mon ■i |1 loorn
.1 loo口 •I 1。o「1
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手動による起動（火災）
発報放送/火災放送切換スイッチー火災放送（出荷時：発報放送） 
（切換は設定スイッチカパー内の「発報放送/火災放送」切換スイッチ 

で行ラ。）
手動起動には、手動連動と個別連動があります（出荷時は手動連動）。 
詳しくは販売店または保守契約店にご確認ください。

^非常起動スイッチを押す。| [2.放送階選択スイッチを押す。
¢1邦常起動

火

押す

放送階選択指示灯が点滅しますc

放送階•連動階の作動 
表示灯が点灯。
放送階選択指示灯が点 
灯

[II放送® «択

n-n£ ]

n-n-Q
連動階

押す

3.「火災放送」が放送される。 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

ピンポンピンポンピンポン
火事です。火事です。火災が発生しました。落ち着いて避難してください。 
ビュービュービュー（第2シグナル音）

＞火災放送を中止するとき
マイクのスイッチ、非常復旧 

スイッチ、放送復旧スイッチ 

を押して「火災放送」を止め 
ることができます。

•マイク放送時
マイクをフックから外し、マ 
イクスイッチを押す。 
マイクによる放送は他の放送 

より優先して放送されます。

I非火災確認時 
非火災放送スイッチを押す。 
非火災放送が放送されます。

⑱へ

へ

，マイクのスイッチ、非常復旧スイッチ、放送復旧スイッチ、非火災放送スイッチを押して「火災放送」を止 

めることができます。
，第2タイマ—の設定時間（〇分/2〜5分）が経過すると一斉火災放送に移行します。

4.一斉火災放送が放送される。
•全館一斉に「火災放送」が放送されます。
•放送復旧スイッチで放送を中断することはできません。
•マイクで放送するとき一 ノぺ

5.放送を終了する。 1
m iaflSf

iff.—□ b祕b
—□—□—□—a

非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
感知器が作動している間は非常復旧スイッチを押して 

放送を終了することはできません。

非常復旧

押す
発報

i liiiiii •| 10 011□ •r■— ffod i
ricrn

o>
0

.1 loaf 1 ■! ]ddi J
■1 10 01—1 .1 |o 口 [^]

10 011□ 1。〇口

-I ~ mm □ .Joo(_1

火災
放送1 f放送



）状況に応じてマイクで放送する（マイク放送優先）。
スイッチを押す •作動表示灯が点灯している階にマイク放送が流れます。

•火災放送時、マイク放送後マイクスイッチを切ると、第2シグナル 
音が鳴ります（ビュービュー）。

•放送階を選択し直すとき
① 放送復旧スイッチを押す。※
放送階選択指示灯が点滅します。
※：放送復旧スイッチは第2タイマーの設定時間（0分/2〜5分）が経過す 

る前まで操作できます。タイマーの設定時間経過後は無効になりま 
す。

② 放送する階を選択し、マイクで放送する。
_一斉放送の場合は一斉放送スイッチを押します。
-火災放送時に放送復旧スイッチを押した後、放送階選択スイッ 
チを押すと第2シグナル音が鳴ります（ビュービュー）。

放送復旧

押す
［2］放送《»択

5I
紐 ttiinsi

ll "III (p) f

4( 」關［〇 J
押す

押す

⑧「非火災放送」を放送する 〇 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

①非火災放送スイッチを押す。
「非火災放送」が放送されます。

非火災

ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音） 
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、 
異常がありませんでした。ご安心ください。」

②非常復旧スイッチを押す。
非常放送が終了します。
（感知器が作動している間は、非常復旧スイッチを 
押しても非常放送は復旧しません）

非常復旧

押す

Bl Eli

a |〇^



業務放送（一般放送）のしかた
業務放送（一般放送）を行ろには次の2通りの方法があります。 

•操作パネルで操作する 
-外部から操作する

•操作パネルで操作する場合
放送階選択パネル部で放送する階を選択します。一

-メモ- - - - - - - - - - -
非常放送パネル部を操作すると「非常放送」 
が放送されまので注意してください。

マイクのスイッチを押すと、選択した階（作動 

表示灯点灯）にマイク放送を行^ことができま 
す。

1外部から操作する場合
外部機器から内部端子台の外部起動端子をメイ 
クすると、プロック放送を行うことができます。

必要な入力の音量を調節します。
マイク入力や音楽ソースなどの音量差が大きい 
とピーク部で音が歪むことがあります。
通常、出カレベル表示灯が1つまたは2つ点灯す 

るよラに、ボリュームを調整します。

• ——口 回回i

□
it. ■ ■■■ ■ザ？ amtm

«••• — u- U — 口- □

»l To oLj o| Inal |

‘1 1〇 m 1 •1 1

>1 Inal □ •1 \aa\ |

>1 Inal 1 A In nl~1

■1 la aL_.J «l In nl 1

-後押し優先と音声ミックスについ- - - - - - - - - - - - - - - - -
•放送階の選択は後に押した階が優先されます。
•ライン1（または外部マイク）とライン3の音声はミキシングされます。ただし、設定によりライン1 
の音声でライン3の音声がミュートされます。
•ライン2の音声は独立して放送されます。アナウンスユニツトなどを用いた定時放送および緊急放送 

を行うにはライン2が適しています。
•付属マイクの音声も独立して放送されます。

フロントパネルでの 
放送階選択 
（付属マイク/ライン3）

外部制御1（ライン1/外部マイ 
ク）での設定ブロック

装If#益クイン2）

1on off i

[ on off |

これら系統の音声は 
ミックスされます0 
（ただし、付属マイク 
の音声は独立）

織5媒し、
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書き込みについて
建物の規模や放送の目的などによって、放送する場所や機能を指定できます。これを書き込み機能といいます。 
•設定スイッチカパー内の書込/通常/総合点検切換スイッチを使って、以下の5項目を書き込みます。 
•書き込みは販売店または保守契約店にご依頼ください。ご自分で書き込み/変更するときは「書き込み説明 

（59ベージ）」をお読みください。

.出火階、連動階の指定 I
»地下階やエレペーター、または一般放送との関係で、1つの階に2つ以上のスピーカー回線がある場合など、 
出火階と連動階（出火階に連動して放送する階）などを指定できます。

＞放送階選択スイッチと放送する階が1対1に対応している場合、書き込みしなくても連動階、出火階に放送 

できるよう、出荷時に設定されています。（スイッチ1-端子台EL1-1F）

2.階情報の指定 二—. I
•階情報（火災感知器からの階別信号をどの放送階選択スイッチに割り当てるか）指定します。
*日本語放送、英語放送を指定します。（日本語のみ' 日本語と英語（第2、第3外国語*）を指定できます。） 
※：第2外国語、第3外国語は特注対応です。

3.—斉/緊急指定
•スピーカーのアツテネーターが「OFF」になっていても、一斉放送できます 

•ノハソテネーターが「OFF」のとき放送できなくすることもできます。

-

个タイマー設定⑴〜⑶ _ _ _ —
'発報放送から火災放送へ移行する時間 ：第彳タイマー 

1火災放送から_斉火災放送へ移行する時間：第2タイマー 
1発報放送の繰り返し回数と繰り返すまでの時間

5.—般外部ブロック放送 I
*巳GMなどを1日中放送したい場合に設定します。
BGMなどの放送機器が動作している間、常にBGM放送が流れます。
マイク放送などでBGM放送を中断した場合' マイク放送を終了（復旧）すると自動的にBGM放送が流れ 
ます。
•一部外部放送をまとめて放送することができます。（書き込み指定をしない場合' 一斉放送となります。）

實歡歡謹KglSf f漱1作さ?5を行ってください。（動作確認のしか



接続できる機器について
■接続できる機器について

.各機器の接続は販売店にお申し付け＜ださい。 
•放送の内容は録音できません。

壁掛形非常用
自動火災報知器放送設備 階別信号

火災確認信号
マイク※

自動火災報知器
ライン※

火災受信機
※ライン1と外部マイクは切換選択です。

スピーカー

テープレコーダー

（CDプレーヤー）

外部マイク

■マイク優先回路について
-外部マイクで放送している間、ライン3の音声を減衰できます。
.減衰量は基盤内部で調整します。調整は販売店にお申し付けください。
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マイク、放送復旧、非常復旧スイッチの操作について
■非常時のマイク（付属）操作について
非常時のマイク操作は、音声警報状態に優先します。

音声警報状態
発報放送

火災放送

非火災放送

マイク操作終了後
音声警報停止

第2シグナル音の繰り返し鳴動

音声警報停止

放送終了後に 
火災確認信号 
^ または^ 
追加階別信号 
を受信した場合

火災放送
へ移行

■放送復旧スイッチの操作について
音声警報状態
発報放送 峰

火災放送

非火災放送 押す 

（音声警報状態）

,. . . . . . . . . .その後 放送階
階別選択の解除 ^
音声警報停止
モニタ停止 Q

押す
※一斉火災放送時、放送復旧スイッチは 
無効となり、一斉放送を継続します。

発報放送の場合 —: 音声警報停止

火災放送の場合 -j第2シグナル音の繰り返し鳴動；

非火災放送の場合 ! 音声警報停止

峰

各放送の移行条件に 
したがい次の放送 
状態へ移行

■非常復旧スイッチの操作について
非常復旧スイッチを押すと、それまでの放送はいったんクリアされます（コンピュータは再度、接点の 
確認を始めます）。ライン1,ライン2両方メイクしている場合、常にライン1側が放送されます。



日常点検
一お願い- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
万一の際、機器が正常に動作するように、日常点検を行ってください。
日常点検時に異常を発見したときは、ただちに販売店または保守契約店にご連絡ください。 
修理、復旧を実費にて行わせていただきます。詳しくは販売店にご相談ください。

I日常点検のしかた
本機にはセルフチェック機能があり、常時内 
部コンピュータが次の項目を点検しています。 
右図に示す故障表示灯が点灯していないこと 

を確認してください。
•コ、ノピ-1.——夕白身 

■スピーカー回線（短絡）
.マイク
•蓄電池（24時間ごとに点検）

セルフチェック機能によって、故障が発見さ 

れると、故障表示灯が点灯します。さらに、 
警告音（ピー音）が鳴ります。このようなと 
きは故障表示灯の点灯個所を確認し、故障個 
所を販売店または保守契約店に連絡して＜だ 
さい。

首］回isr
〇 ［〇］ ［〇］□ [Ol+K>

»| 1〇 〇| 1 »| ]〇 〇| 1

rrrn •1 1。□口 •1 11111□

>1 loon •1 lno口

ノ 1 loan ，1 1。〇口

C3) .1 la □!~1 •1 Inal^1

1-回線短絡故障表示灯（赤色）
スピーカー回線が短絡すると、赤色に点灯します。 
また、短絡した場所の作動表示灯が緑色に点滅し 
ます。

•マイク故障表示灯（赤色）
マイクが何らかの原因で断線状態になると赤色に 
点灯します。

•蓄電池故障表示灯（赤色）
蓄電池に異常があるときに点灯します。内部コン 
ピューターによる自動検査（ポまたは蓄電池点検ス 
イッチを押しての手動検査の結果、蓄電池に異常 
があると点灯します。
また、何らかの異常で書き込みデータが消去される 
と、点滅します。

•コンピューター故障表示灯（赤色）
内部コンピューターに異常があるときに点灯します。

注：内部コンピュータの点検は24時間ごとに行われます。
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蓄電池は本機のセルフチiツク機能で24時間おきに自動的に点検が行われますが、手動で点検することもできます。 
手動で点検を行った場合、それから24時間おきにコンビユータによる自動点検が行われます。
放送中に蓄電池点検スイッチを押すと、スピーカーから「ポツ」音が出ることがあります。（故障ではありません）

20時間 24時間 24時間

コンピュータ 矗霄池 
故障表示- ［| - -  I I

マイク 回«短》

□——□

•自動）点ネ矣
コンピュータが24時間ごとに点検を行います。

［異常を発見した場合］
「蓄電池故障表示灯」が赤色に点灯します。また、4秒おきにプ 
ザー音（ピー音）が鳴ります。

［処置のしかた］
1. 操作パネルのスイッチ（点検スイッチ以外）を押します。
ブザー音が止まります。ブザー音が止まっても故障表示灯は 
点灯し続けます。

2. ただちに、販売店または保守契約店に蓄電池故障をご連絡く 
ださい。

•手動点検
r ^注意- - - - - - - -
蓄電池の手動点検は1日2回以内までとしてください。指定回数より多く蓄電池点検スイッチを押したり、押し続け 
たりすると、蓄電池が消耗し、非常時にシステムが動作しなくなる恐れがあります。

［点検のしかた］
1. 主回路/非常電源表示灯が点灯していることを確認します。
2. 蓄電池点検スイッチを押します。
蓄電池故障表示灯が消灯していることを確認します。

3. 点検動作は約10秒です。その間、蓄電池正常/異常表示灯が 
緑色に点灯していることを確認します。

4.10秒以上経過してから、充電中表示灯（充電中）が点灯して 

いることを確認します。

点検の結果異常があるときは自動点検の場合と同様に販売店ま 

たは、保守契約店にご連絡願います。

充®中 ._ _ .

1^— □ □
U
押す

メモ- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
主電源が遮断されても蓄電池から電源が供給されるため、「主回路/非常電源表示灯」は点灯し続けます。これは、 
停電状態でも本機が非常放送できる状態であることを示すためです。
注：蓄電池で非常放送を放送できる時間は蓄電池の充電状態によって異なります。
蓄電池点検時、回路が切り替わる瞬間（蓄電池点検スイッチを押したときと10秒後に復旧したとき）、一瞬表示が 
変わることがあります（故障ではありません）。

■非常電源（蓄電池）の点検について
>1エ

自
動
点
検

自
動
点
検

自
動
点
検

I

手
動
点
検



日常点検
•蓄電池の交換について

注意——
蓄電池の交換は、販売店 

か保守契約店に依頼する

❶ 感電の原因となりますc

蓄電池（ニッケル•カドミウム蓄電池）には寿命があります。 
（非常放送の有無は関係ありませんJ点検の際、容量不足があれ 

ば新品と交換してください。
交換した蓄電池はリサイクルにご協力くださし、。
不要になったニッケル•カドミウム蓄電池は貴重な資 
源を守るために、廃棄しないでニッケル•カドミウム _
蓄電池のリサイクルにご協力ください。 Ni-Cd

1 ゝ 足か®れ襟
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こんなときには
以下に示す状態のときは、すぐに販売店または保守契約店にご連絡ください。

主電源表示灯が消えている。 

故障表示灯が点灯する。——

充電中表示灯が消灯する。

「蓄電池点検」スイッチを押したとき 

蓄電池正常/異常表示灯が赤色に点灯する。

"—\ - - - ^ -

'1 Id □!"―1 ，。1 Inal 1

*1 |£1口厂 1 •1 1〇 〇1 1

，1 1〇 〇1 1 •1 1口 Dr |

»l In 1 ，1 1〇 〇1 1

，1 1 口 〇1 1 •1 |DU「|

-

保守点検のお願し
•消防法により定期点検、消防署への報告お 

よび点検結果の維持台帳への記録が義務づ
けられています。
►建物の規模、用途によっては消防設備士ま 

たは、自治大臣が認めた有資格者が点検し 

なければなりません。
»当社では非常用放送設備が正しく動作する 

ために、締結をおすすめします。
M呆守契約をしていただくことは、ご使用者 

にかわって「消防設備士」•「消防設備点 

検資格者」が定期点検をお引き受けするわ 

けですから保証期間内であっても定期点検 

業務については有償となります。

点検整備 
0Kです。
また定期的に 
まいります。 
日常点検を 
お忘れなく

ありがとう。 
おかげで私共も 
安心して 
おれますよ。
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（このページは白紙です。）
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工事を行うには資格が必要です（
電源工事は「電気設備技術基準」による電気工作物に関わる法令の規 
定によるほか、工事には「第1種または第2種電気工事士」の資格が必 

要です。

自動火災報知設備の設置工事または整備を行うには、「甲種消防設備士 
第4類」の資格が必要です。整備については、「乙種消防設備士第4類」 
の資格で行うことができます。
なお、消防設備士の指導監督の下に補助者を使用することは許されて 
います。

A i蠢籠酷沿!斤1のご

工事説明

工事説
明



■接続線について
下図を参考に接続線をご用意＜ださい。

（J）1.2mm以上HIV金属管工事
（｝） 0.65mm以上の耐熱電線
（同室内で使用する場合は一般配線でも良い）

$1.2mm以上HIV金属管工事 
中0.65mm以上の耐熱電線

＜電源ケーブル＞
NFB 以上
AC250 V 20 A容量 INr WF. VVR

AC100V

分電盤注意ラベルを張り付けする

＜スピーカケーブル＞
¢1.2mm以上HIV金属管工事または 
（|） 0.65mm以上の消防用耐熱電線

㉘ 局数X3本（ただし音量調整器がない場合は局数X2）

2本—t

非常時
メイク、ブレイク接点 
DC24 V 1 A 容量

第3種接地工事

11111111111111111111 11111111111111111111 11111111111111111111 
n_i_miiu nmi_ii_iii 1111111iHuniiiiii 
11111111111111111111 _im__ 1DIDDID1IBMIDIDD

NigilllllDlllllllll 11111111HlillllliDI 111111UIDIIIilllllD 
11111111111111111111 10111111DIIDIIIDIIDI 11111111111111111111
1111111111111mini 111111111111111inii 11111111111111111111

-□ n g 〇 i B —
-0 （火。（；）災）〇 □ □ □ 

。〇〇

i*J 〇 _
口 

口。口

'loon

〇 1

O —O O 0 oo_ □

iiiiiDiiiDiDiin 111111mumiiiiii 11111111111111111111

工事を行う則t:

38

動
知
備

自
火
設



■工事の順序
次の順序で工事を行ってください。

g又 置 接続 書き込み 動作確認

-非常放送の流れを確認してください-
工事を始める前に8ページを参照し、非常用放送設備の基本動作を確認してください。
非常用放送設備は手動による起動の他に感知器などを用いて外部から起動することもできます。起動方法によって 
設定のしかたが異なりますので工事を行う前に必ず確認してください。
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工事を行う前t
■設置上のご注意
►取り付け高さを守る。
床面がら非常起動スイッチまでが1.5mになるよ 
うに取り付けてください。

0.8m以上

1.5m以下

争本機の荷重に耐えられる場所に取 

り付ける。
30kg W上の荷重に耐えられる壁面に取り付けて 

ください。

#周囲に障害物を置かない。
下図の範囲内には障害物を置かないでください。

上から見た図
/////////////////
L_. 本体
0.3m

1m
0.3m;

正面から見た図

本体

•操作説明書は本機のそばに置く。
非常時に確実に操作できるよラに、操作説明書 
をセ□ケースに入れて、本機のそばに置いてく 

ださい。
ただし、本機の上には絶対に置かないでください。

•分電盤注意ラベルを分電盤に、は 

り付ける。
設置工事完了後、分電盤のスイッチは通常切ら 
ないでください。誤って分電盤のスイッチを切 
ることのないように、付属の分電盤注意ラペル 
を分電盤に、はり付けてください。
本機電源の入/切は分電盤で行います。異常時以 
外は分電盤が切られないようにする（常に主電 
源表示灯が点灯している）必要があります。 
ただし、本機に異常が見られるときは分電盤を 

「切」にします。
本機は停電時でも放送できるように非常用電源 
が組み込まれています。分電盤のスイッチを切 
ると充電が行われず、非常時に放送できなくな 
る恐れがあります。

•電源ケーブルは付属されていませ 

ん〇
本機に電源ケープルは付属されていません。
別途ご用意ください。

•改造しないでください。
本機は認定品ですので絶対に改造しないで < だ 

さい。
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＞設定メモリーチェック機能と書き 

込み設定値につぃて
書き込み設定後、設定値を巻末の記入欄に記入 
し保存してください。また設定内容を使用者に 
十分説明してくださいますようお願いいたしま 
す。
書き込み内容はメモリーパックアップ用電池で 

保持されていますが、万が一この電池の容量が 
不足すると設定値が消去されてしまいます。設 
定値が消去されると蓄電池故障表示灯が点滅し 
てお知らせします。
メモリーパックアップ用電池は充電式ですので、 
初めて本機に常用電源(AC100V)を投入した 
ときには約24時間以上通電してください。
なお、蓄電池故障表示灯の点滅は「書込/通常/ 
総合点検」スイッチを「書込」側にし、再度 
「通常」に戻すと消灯に戻ります。

♦工事上の資格について
電源工事は「電気設備技術基準」による電気工 

作物に関わる法令の規定によるほか、工事には 

「第1種または第2種電気工事士」の資格が必要
です。

自動火災報知設備の設置工事または整備を行う 
には、「甲種消防設備士第4類」の資格が必要で 

す。整備については、「乙種消防設備士第4類」 
の資格で行うことができます。
なお、消防設備士の指導監督の下に補助者を使 
用することは許されています。
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通線孑し

WK-250型紙

W品《| 420

•壁面に取り付ける場合
①付属の型紙を、非常起動スイッチの位置が床面 
が61.5mの所にくるように取り付けます。

②型紙に会わせて、4が所の取り付け用穴を開け、 
アンカーボルトを打ち込みます。
アンカーポルトを使用できない場所に取り付け 

るときは木ねじを使用します。
本体の取り付け穴の径： ＜））8mm （4か所）

¢11mm （4か所） 
11X5mm （長穴4か所）

|コンクリート壁のとき
壁面は荷重30kg以上のコンクリート壁を選びま 

す。電動ドリルで穴を開け、アンカーポルトを 

打ち込みます。
4-打ち込む

1.取り付け位置の決定

設置のしかた
■設置手順
次の手順で設置してください。

-警告- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
工事を行う前に分電盤のスイッチを「切」にしてください。感電の原因となります。

.取り付け位 

置の決定
2.本体の取り 

付け
4.蓄電池の
取り付け

5.設定•調整3.電源、
スヒーカー、 

外部機器の 
接続
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►板壁などのとき
しっかりした柱または板厚20mmt（上の板壁に取 
リ付けてください。
注：木造やボード製の壁には取り付けないでくださ 

い。落下などでけがの原因となります。

電動ドリルで穴を開け、板壁用のアンカーポル 

卜を打ち込みます。
板壁用のアンカーボルトが使用できない場所に 

取り付けるときは木ねじを使用します。

ボルト

20rTmiU±

（板壁用アンカーボルトを使用するとき）

木ねじ

（木ねじを使用するとき）

，ラックに収納する場合
ラックはスタンダードラック（WU-RS71）または□ングラック（WU-RL76）をご使用ください。ラック 
に収納するには'別売り品のラックアングル（WQ-LAY/A132）を別途ご用意願います。

•取り付け高さ
法令により、非常用放送設備は床面から 
0.8m〜1.5mの高さに操作部が納まるように設 

置する必要があります。
本機をラックに取り付けるときは右図の範囲 
に設置してください。

'業務用放送機器の収納位置につぃて 
•卓上アンプ（発熱するもの）は本機の上に 

設置してください。本機の下には絶対に取 
り付けないでください。

•本機と他の機器との間は1U以上開けて取り 
付けてください。
推奨プランクパネル：W2-PPA/44

司

1U以上

設置範囲 
15U以内

13U以上

5

3U以上

設置範囲 
25U以内

13U以上

スタンダードラック ロングラック
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設置のしかた
2.本体の取り付け

•壁面へ取り付ける
① ねじ2本を緩め、操作パネル 

を開きます。
② 取り付け穴4か所にアンカー 

ポルトを通します。
③ アンカーボルトにナツトで固 

定します。
露出配管のときは通線孔をね 
じって切り取ります。

壁に凹凸がある場合、付属の壁取 
り付け用スぺーサーをお使いくだ 
さし、 _ _ _

壁面からの埋め込み配管のとき 
は、壁面の通線孔と本機の通線 

孔の位置を合わせて取り付けて 
ください。

背面側の通線孔は本機中央にあ 
ります。

ねじ2本を緩める

3酬DDDflDDDDDDIl DDDDOODDDDDDODDDDDDD DD剛DDDDDDDDDDDDDDD 
刪DDIId|dDDDDMDI1 DMMDDDiiDDDD DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DO酬Dll_DDDilDDIl DD酬DDDDH1酬 DDDDDDDDDDD1酬ODD

111—1—■
1[1D|DI1DDDDDDDDDD DIDWDDDDDDDDDD酬 DDDDDDDDDHDDOQDDD 
1刪iDDDDDDDDDHl DDDMDHDDDDDDDDD WDDDDDDDDDD■剛

o M[W
E! 0 O

O 銖銖錢¢6.-... 口

■ Dnnninnnnnn dd酬刪ddddwdd酬 dddoddodddihdddo

壁取り付け用スペーサー

1操作パネルの外しかた 
本機は操作パネルを外さずに取付工事ができる 

よう設計されています。

操作パネルを外すときは以下の手順で作業を 
行ってください。
① ねじ2本を緩め、操作パネルを開きます。
② CN303, CN304, CN307を外します。
パネル側にあります。
③ スピーカー端子台のカパーを外します。
カパーを固定しているピンを軽く引くと外す 

ことができます。外したカパーは下側に回し 
てください（47ページを参照してください）。

④ CN1（端子台の下）、CN2, CN3 （端子台の間） 
を外します。

⑤ CN401を外します。
パネル側の基板（上側）の下にあります。 
外したコネクターケープルはクランプで固定 
されています（2か所）。

CN303

CN304
CN307

CN401
CN3
CN2

CN1
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⑥ CN401コネクターケープルを固定しているク 
ランプ（2か所）から外します。

⑦ 菊ワッシャーを紛失しないようにアース線を 

固定しているねじ（2か所）を外します。
⑧ 下図の手順で操作パネルを外します。

0形端子

菊ワツンャー

\フロントパネル

|❺上側をピン

❹下側からピ ^ンを引き抜く

❷ねじをゆるめる
Lhにスライ
ドさせ、ピ
ンから外す

ねじを外す

⑨作業が終了したら、操作パネルを取り付け、 
コネクターを確実に元の位置に差し込んでく 
ださい。
パネルを取り付けるときは逆の手順で行って 
＜ださい。

注：アース線を取り付けるときは、菊ワッシャーを〇 
形端子とフロントパネルとの間に取り付けてくだ 
さい。

•ラックに収納する場合
① 本体側面の樹脂リぺット8本を外します。

② ラックアングル（WQ-LAY/A132 :別売り品）を 

ねじ止めします。
取り付けねじ：M4X8パインド（現地調達）

③ ラックに取り付けます。
取り付けねじ：M5X12パインド（現地調達）

設置場所により角でけがをする恐れがある場合は付属
のコーナーパッドをはり付けてください。
①付属の接着テープを各コーナーに，はり付けます。
②接着テープの台紙をはがし、 コーナーパッドをは
り付けます。

接着ァーフ

コーナーパッド

QP

QP〆

OP〆

QP-

一 a
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120W以下

蕭以下

C1 R1 N1

C2 R2 N2

C3 R3 N3

C4 R4 N4

C5 R5 N5

C6 R6 N6

C7 R7 N7

C8 R8 N8

C9 R9 N9

C10 R10 N10

去第3種接地工事

電源接続端子

P1,P2

㉘ («) (S3)

劍
(»)

⑻ (S3)

匆 物 物
(S3) 物 物
I物I ⑽I I㈣
(«) ⑫
(«) (») («)

(») («) ㉘
出力

㉞
（ゆ (») («)

⑭
I⑭ (») #

I⑭ # ㉘
#

(») 物
(«) (S3) ㈣
⑭ ㉘
(«) 物 (»)

拉動（自火報）
EL1

EL4

EL7

EL10

EL2

EL5

EL8

EL3

EL6

EL9

EF EC

自火報起動入力

0V
COM

バクU

EB制御出力

ブレイク 非常外部制御出力

パ/細ライ

OV OV 0V 
COM COM COM

外部放送制御入力

Ru+ u\ 
lOOmAj/1

業務一般放送入力
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設置のしかた
3^17スピーカー、外部機器の接続

•接続端子台の位置

重要- - - - - - - - - - - - - - - - - - -- -
•スピーカー回線の接続には制限事項があります。詳しくは53ページをご覧ください。 
•各端子の接続を始める前に次ページからの接続のしかたをよく読んでください。

ス
ピ
|
力
|
出
力
(

総
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#端子カバーの外しかた
①端末基板側の樹脂リぺット2本をオープン状態に 
します。

②端子カパーを引いて端子台から外します。

③端子カパーを図のように回転させます。

電源カバー
端子カバ

■は〇卜SのE

押す(CLOSE)

引く (OPEN)

(?)

修電源カバーの外しかた
電源カパーを外さずに設置工事できます。 
ヒューズを交換するときにだけ電源カバーを外し 
てください。

① 端子カパー外します。

② 電源基板カパーを固定している樹脂リベット4本 
をオープン状態にします。

③ 電源カパーを外します。

A ③ 〇
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設置のしかた
＞配線のしかた
♦上方向または下方向がら配管するときは、通 
線孔をラジオペンチなどでねじって外してく 
ださい。

*ケ_プルを傷などが6保護するため、付属の 
グ□メットを通線孔に取り付けてください。 
上または下から配管するときは、グ□メット 
を通線孔の大きさに切ってから取り付けてく 

ださい。

♦通線孔から引き入れたケープルを付属のパン 
ドでしっかりと固定してください。

•電源ケープルは電源ケーブル用クランプで 
しっかりと固定してください。
ケープルの引き込み方向に合わせて電源用ク 

ランプの位置を決めてください。

•端子台に配線したケーブルはシャーシ面から 
浮き上がらないようにしてください。

•配線が完了した端子カパーを元通りに取り付 
けてください。電源カパーを取り外している 
ときは、電源カパーも取り付けてください。

ねじる 通線孔

グロ メット

クランプ

電源ケーブル用 
クランプ

/端子カバー
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齡音声入力端子の接続の前に
本機の音声入力端子はメイク端子制御による汎用音声入力端子です。 
音声入カソースに会わせ、感度切換や制御端子を選択してください。

音声入力端子名 入力感度（dBV） 制御端子 ミキシング
ライン1/外部マイク -227-65 外部制御1（メイク） ライン3とミキシング（ただし、ライン3は設定によりミュート）

ライン2 -12/-22 外部制御2 （メイク） ミキシングなし。後押し優先。

，ライン1/外部マイクの切換
ジャンパーピン（JP202 :右図参照）で切換ま 
す。
出荷時はライン1入力の設定になっています。 
マイク入力で使用するときは下図のようにJP202 
の設定を変更して＜ ださい。

a
イ“マイク入力

注：マイク入力の設定でライン入力を行うと音割れが 
発生します。

»入カレべルの切換（ライン2）
ジャンパーピン（JP201:右図参照）で切換ま 
す。
出荷時は-12dBに設定されています。
JP201の設定を変えることによって入カレベル 
を-22dBに変更できます。

JP202 1 

JP201

JP201 JP201

[••I*

-12dB
（工場出荷時）

-22dB

49

工
事
説
明



設置のしかた
Iマイクの接続

接続マイクの仕様
入カレベル -65dBV

入カインピーダンス 10kQ,不平衡

r接続の前に —N

❿ジャンパーピン （JP202）の設定がマイクに設定
されていることを確認してください。

＞端子台に接続されているシヨートパーを外して 
＜ださい。

(S3) # («)

⑭ (») 物
I⑭ ㉘ 物
# (S3) 物
(«) # (S3)

# (»)

(«) I I /^S

(») (^1

(S3) W

r 起動裝自火抑＞ ]
EL1 EL2 EL3

EL4 ELS EL6

EL7 EL8 EL9

EL10 EF EC

0V
COM
n EB

i 一
外部 WIEMG24V口

メイク |ブレイク ZJ
I放送制御入力 ■

ライン1細5 ライン2

0V
COM

0V
COM

0V
COM

1 音声入力 1

100mA 司
!

H

2

H

Ru+
100mA C C

自火報起動入力

EB制御出力
非常外部制御出力

外部放送制御入力

業務一般放送入力

出力

マイク入力 メイクスイッチ

#単局用リモコンマイクの接続

注意
放送制御には才ープン時24Vの電 
圧がかかっています。才ープンコ 

レクタ出力とは接続しないでくだ 

さい。

放送制御
0V

+24V

音声出力

(») C») («)

(») 物 ⑭
⑭ (S3) ㈣
# 1⑭

1㈣1  
(«) (») _

1 1 ㉘
物 物

パン 物 物
画

r 起動装■（自火1

自火報起動入力

,ELI EL2 EL3

EL4 ELS EL6

EL7 ELS EL9

EL10 EF EC

0V I 
COM!
n EB I

EB制御出力o~-1■~o 1
»SHWEMQ24\

非常外部制御出力To一 |ブレイク
|放送制御入力 |

外部放送制御入力ライン1/外洲 ライン2

ov
COM

0V
COM

0V
COM

1 音声入力 |

業務一般放送入力100mA

分
H

C

ラH

Ru+
100mA "C

出力

-メモ- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
単局リモコンのコールサインスイッチで、本機に取り付けたコールサインユニット（別売り品）を起動する場合、
単局リモコンのコールサイン制御をコールサインユニットの外部起動コネクター（CN7 “ピン番号1:E”，“ピン番 

号2 : EXT START"）に直接配線してください。

50



.ライン1,ライン2,ライン3の接続
ライン1,2, 3の仕様
ライン種別 入カレベル 入カインピーダンス
ライン1 -22dBV 1（M2,不平衡
ライン2 -22dBV/-12dBV 10kQ,不平衡

ライン3 12dBV 10kQ，不平衡

ライン1

-接続の前に- - - -
•ライン1の接続を行う前にジャンパーピン 

（JP202）の設定がライン1に設定されていること 
を確認してください。

•ライン2の接続を行う前にジャンパーピン 
（JP201）の入カレベルが-22dBV/-12dBVに設定 

されていることを確認してください。

ライン2

(S3) (»)

(S3)

㈣I I㈣I 物
|(») 物

|(53) ⑭
㉘ (») (»)

# («)

㉘ #

(») # r^)

劍 (») M

起動（自火報）
EL1

EL4

EL7

EL10

0V
COM

パク1-1

EL2

EL5

EL8

EL3

EL6

EL9

EF EC

ブレイク

OV 0V 
COM COM

OV
COM

100mA .•:

(») (S3) (»)

(») («)

# (») (»)

(») ㉘ ($)

|(»)

(S3) («)

⑭ 冷ふ1 1

(») (K')

(«) —口)

1物1 ■ 1知)

自火報起動入力

EB制御出力

非常外部制御出力

外部放送制御入力

業務一般放送入力

竝動■（苜火$8）
EL1

EL4

EL7

EL10

0V
COM

メイク

EL2

EL5

EL8

EL3

EL6

EL9

EF EC

ブレイク

OV OV 0V 
COM COM COM

Ru+ s 
100mA

自火報起動入力

EB制御出力

非常外部制御出力

外部放送制御入力

業務一般放送入力

出力

ライン1（音声） メイクスイッチ
（リモコンマイクの放送制御）

出力

ライン3 （前面パネル下）

ライン2 （音声） メイクスイッチ

DC24V（ 100mA）:常時24V電圧を出力します。
Ru+（ 100mA）:本機に起動入力があったときだけ24V電圧を出力します。

-注意- - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - -
外部機器への電源を接続する場合、電流値が端子台の表示値を超えないように注意してくださ い0
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設置のしかた
IEL, EF, EBの接続

，階別信号入力端子（スプリンクラ- 感知器（受信機））の接続

2FEC EF 3F

EL1

EL2

EL3

EC

EF

3： ^

1F2F3FEC

スプリンクラー

起動裝*（1*：1火秘＞
EL1

EL4

EL7

EL10

0V
COM

メイク

0V
COM

EL2

EL5

EL8

EL3

EL6

EL9

EF EC

ブレイク

KA/miライン2

ov
COM

OV
COM

Ru+ U 
100mAl£

自火報起動入力

EB制御出力

非常外部制御出力

外部放送制御入力

業務一般放送入力

出力

|EB制御，非常外部制御端子の接続

他の誘導音付設備へ［:
COM

㉟Q⑻1I医）
 1⑻

@ )「
kS)l \(m i©

メイク
ov
COM

電源リレーボックスf 
WV-R40A

+24V

ブレイク

非常外部制御端子の仕様
+24Vブレイク端子 +24V メイク端子

通常時 +24V オープン

非常時 オープン +24V

㈣！ I⑽I物
  I㈣

⑽I I㈣I I⑻
㈣I |㈣| |⑻
⑽| |㈣M⑻

起動鏃■（自火報＞
ELI

EL4

EL7

EL10

0V
COM

メイク

EL2

EL5

EL8

EF

EL3

EL6

EL9

EC

IE 常 外部MMEMG24V

OV
COM

ブレイク

OV
COM

OV
COM

Ru+ L 
100mA t

自火報起動入力

EB制御出力

非常外部制御出力

外部放送制御入力

業務一般放送入力

出力

+24Vブレイク端子および+24V メイク端子は合計で100mA以下となるように工事してください。
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120W以下

眉以下

C1 R1 N1

C2 R2 N2

C3 R3 N3

C4 R4 N4

C5 R5 N5

C6 R6 N6

07 R7 N7

C8 R8 N8

C9 R9 N9

C10 R10 N10

-韵 (# (k
(») 物

㉘ (»)

(S3) (»)

⑱ 劍
(») ⑱

 1 
(S3)

(») 物
-劍 l(f

參スピーカーの接続

•スピーカーのW数について 

スピーカーを接続するときは1回線あたりの最大 
W数と合計W数にご注意ください。

アッテネーター

スピーカー回線番号 1回線あたりの最大W数
N1(R1) 120W

N2 (R2)〜N10(R10) 70W

総合計W数 120W以下（83Q以上）

C0O

スピーカー

外来サージについて
特に、雷が多く発生する地域で使用 
する場合、屋外配線に右図のように、 
❶金属配管（注”、❷サージアブソー 

バー（如などを施設し、外来サージ 
対策を行ってください。

建物 建物
屋外スピーカー 

（運動場,駐車場など） 壁掛け防災 
アンプ 外部制御機器

※：業務放送用など

注1:建物間に渡る配線などで配管が露出しないように金属配管してください。
注2 :本機はスピーカー線に外来サージ対策としてサージアブソーバーが既に取り付けられていますが、雷の多い地 

域で使用する場合、現地で金属配管を行うときに、さらにサージアブソーパーを取り付けてください。
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設置のしかた
.コールサインユニットの接続
•本機には別売り品のコールサインユニット 
（WU-Z05 :別売り品）を取り付けることができ 
ます。

① 操作パネル下部にあるゴムキャップを外す。

② アングルを外す（コールサインユニットを 
取り付けないときは、アングルは外さない 

でください）。

③ 操作パネル裏側下部（右図参照）に 
コールサインユニットを取り付ける。

④ コールサインユニットをパインドねじ（3X 
6:コールサインユニットに付属）で下側か 

ら固定する。

⑤ コールサインユニットのコネクターを本体 

端子基板に接続する。

⑥ 操作部をバインドねじ（2本）で固定する。

⑦ コールサインユニットに付属されているラ 

ペルを正面パネルにはる。

ラベルをはる
|コールサイン1

0
ゴムキャップ

ライン1/外部マイクライン2

0()0 0()0 〇( )0

〇 〇 V-X 〇 〇 〇

0° °10 0° °10 0° °10

コールサインユニッ

mm
易一す
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|結線するときは0型圧着端子または同等以上の固 
定力のある方法で確実に固定してくださぃ。

① 分電盤のスイッチが「切」になっていること 
を確認する。

② 電源線を接続する。
③ 電源線を接続した後、分電盤のスイッチを 

「入」にする。
④ 常用電源スイッチを「入」にする。

△注意
•電源容量は10A以上確保してください。 
•他の配線とは別にし、常時ON （入）状態に 
してくださし、。

⑤蓄電池を取り付け、コネクターを接続する。

⑥本体の各スイッチが「切」の状態になってい 
ることを確認する。その後、次のことを点検 
する。
•主回路/非常電源表示灯が点灯しています 
か？

•充電中の表示は点灯していますか？

常用電源スイッチ

3種接地工事

電源接続端子

重要
蓄電池を接続した後、充電状態を確認してください。な 
お、蓄電池の充電には24時間かかります。
①蓄電池点検スイッチを押します。内部コンピュータ 
が約10秒間蓄電池を点検します。点検結果を蓄電池 
正常/異常表示灯に表示します。
正常時：緑色に点灯 

異常時：赤色に点灯
蓄電池の充電不足、または接続不良です。 
接続を確認してください。

充電中 
□ □

畜«池点検 
正常〇

嗣一異常U

② 蓄電池が十分に充電されていない場合、蓄電池故障 
表示灯（赤色）が点灯し、ブザー音（ピー音）が鳴り 
ます。
なお、ブザー音はどれかスイッチを押すと止まりま 
す（異常表示灯は点灯し続けます）。異常表示灯は 
設定スイッチカバー内のコンピュータ制御スイッチ 

を「切」にしてから、再度「入」にすると消灯します。
③ 24時間充電しても蓄電池異常が発生するときは本機 

または蓄電池の異常が考えられます。販売店または 

保守契約店にご連絡ください。
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設置のしかた
.設定•調整
•マイク優先回路の調即
マイク1で放送中、ライン3の音量は自動的に減 

衰（ミュート）されます。マイク1放送時にライ 
ン3の減衰量を調節します。
時計方向に回すと減衰量は大きくなります。 
VR202 :ライン1の減衰量

マイク放送

減衰量大

お願い
'操作パネルは必ず電源を切ってからあけてください

VR202

•音声合成メッセ_シの音里調整
音声合成メッセージの音量はVR603で調節しま 
す。

t"-1

VR603
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•手動起動の設定
手動起動時、手動連動または個別起動で起動す
るかをディップスイッチS501で設定します。
•手動連動（出荷時）
•非常起動スイッチを押した後、放送階選択 
スイッチを押すと、押したスイッチが連動 

階書き込みされていればその階全てと直上 
階を含む連動階の作動表示灯が点灯し、点 
灯したスピーカー回線が放送可能状態とな 
ります。

•押したスイッチが連動階書き込みされてい 

なければ押した階の作動表示灯のみ点灯し、 
点灯したスピーカー回線が放送可能状態と 

なります。
•手動連動時の放送復旧後や階別信号入力後 

は個別（階別）手動となります。
（放送復旧には個別スイッチ復旧も含みます）

•個別手動（階別）
非常起動スイッチを押した後、放送階選択ス
イッチを押すと、押した階の作動表示灯のみ
点灯し、点灯したスピーカー回線が放送可能
状態となります。この設定で使用するときは
SW4をONにします。

S-501-SW4の設定
•〇N :非連動
•OFF :連動階連動（放送復旧時は階別とな 

ります。）

ディップスイッチS501

OFF

固定 固定
—SW5

ON :データの初期化 
OFF：通常位置

SW4
〇N :個別（階別）手動/非連動（階別）
OFF :手動連動（出荷時設定）/連動階連動 ノ

注：S501以外のスイッチは操作しないでくださ 
い。なお、出荷時ディップスイッチは、すべ 
てOFFに設定されています。

•データの初期化（書き込み内容の初期化）
注：書き込み内容を出荷時の状態に戻したいときにだけ行ってください。データ初期化後、以下の操作を 
行ってください。 •

•データの初期化のしかた
1. 常用電源（AC電源）スイッチを「切」にする。
2. ディップスイッチS501のSW5を〇Nする。
3 '原有-フk 木

“ハードチェックの結果異常ありませんでした”というメッセージがアナウンスされたら初期化完了です。 
初期化後、次の操作を行ってくださし、。

4. SW5をOFFに戻す。
5. 設定スイッチカパー内のコンビュータ制御スイッチを「切」にしてから、「入」に戻す。

工事説
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（このページは白紙です。）
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書き込みについて
•本機には、建物の規模や放送 
の目的などによって、放送す 
る場所や、機能を指定できる 

書き込み機能が内蔵されてい 
ます。
►書き込み機能は5項目ありま 

す。設定スイッチカバー内の 
スイッチを使って書き込みま 
す0

*書き込みは右の手順で行って 

ください。

「1.出火階、連動階の指定->62ページ
|_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

つの階に2つ以上のスピーカー回線がある場合に、出火階と、そ 
れに連動して放送される階（連動階など）を指定することができ 

ます。
*1つの放送階選択スイッチと1つの階が対応している場合は、書き 
込みを行わなくても、連動階、出火階に放送できます。

|2.階情報指定—64ページ
階情報（感知器がらの階別信号をどの放送階選択スイツチに割り 
付けるか）、および警報放送に日本語、英語指定をします。（日本 
語のみ、日本語と英語（第2、第3外国語）の指定ができます。）

3.—斉/緊急指定—67ページ
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

—斉放送のとき、アッテネーターが「OFF」になっていても放送
できるようにするか（緊急放送）、fOFFjのときは放送できない 

ようにするか（通常一斉）の選択をします。

3

■.タイマー設定（1）〜（3） —68ページ|
，発報火災から火災放送へ移行するまでの時間：第1タイマー 
，火災放送から一斉火災放送へ移行するまでの時間：第2タイマー 
，発報放送の繰り返し回数と繰り返し間隔時間を設定します。

g外部放送制御ブロック指定—74ページ
I_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ —

>放送制御入力端子により、BGMやマイク放送時にプロック指定す 

ることができます（各種放送制御入力ごとに放送する回線を割り当 

てます）。出荷時は一斉（全回線に放送する）に設定されています。

書き込み時の注意一
•記憶スィッチを押したときに表示している設定が、システムに書き込まれます（記憶されます）。複数の設定をま 

とめて書き込みすることはできません。
•書き込んだ内容を出荷時に戻す（初期化する）場合、57ページの「データの初期化」をお読みください。
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I書き込みについて
設定スイッチカパー内の書込 
/通常/総合点検切換スイッチ 
を「書込」にして行います。
① 設定スイッチカパー1を外 
します。

② ねじを緩め右図の手順で設 
定スイッチカパーを外しま 
す。

②書込/通常/総合点検切換ス 
イッチを「書込」にしま 
す。

注：書き込み作業を行うと、非常用 
放送の動作遷移が変更されるこ 
とがありますのでご注意願いま 
す。

書き込みが完了したら、書込/通 
常/総合点検切換スイッチを必ず 
「通常」に戻し、設定スイッチカ 
バーをねじで閉じてください。
なお書込/通常/総合点検切換スイ 
ッチを書き込みにしたままにす 
ると「ピ_」音が鳴り続けます。 
（どれかスイッチを押すと止まり 

ます。）

①開ける

©ねじをゆるめて 
開ける

③「書込」にする

次ページから書き込みのしかたと書き込み例を説明しています。書き込み例は、5F建てホテルの1F□ビ_で 
出火した場合を例に説明しています。ホテルの概略を下図に示します。

12|放送睹選択 [2]放送fllM択

ホテル 

5F

階段

4F

3F

2F

1F

B1

客室 4/ 客室
客室 % 客室 従業員
客室 # 客室
客室 4 客室 従業員
ラウンジ > ロビー

駐車場 4 駐車場

春書き込み例について
次に示す記号を用いて説明しています。

• :該当個所の表示灯が点灯していることを意味していますc
_今會：スイッチの操作を意味しています。

出央B作iii 放送躍' uiinfe (fill ~~

5 2F從業員|nn| | 10 Fg 段 |DD| 1

4 2 f 客室|h n | | 9 5 F 客室|n Q | |

3 I F ロビー 10 0 | | 8 4F従業員|nn| |

2 IFラウンジ| D B | | 7 4 f 客室|ni a | |

1 B I駐車場|h n | | 6 3 f 客室|n n | |
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巴出火階、連動階の指定_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ I
非常放送設備が各階別信号（自火報）によって起動されたとき、出火したことをパネルに指示する階と、そ 

の階に連動して放送する階を指定します。

❶「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「通常」から「書 

込」側にします。
❷設定スイッチカパー内の「連動/出火階指定」スイッチを押 

します。（ピツ）

❸「放送階選択」スイッチで設定を変更したい階別信号（自 

火報受信端子台（EL1〜EL10））の番号を放送階選択スイッ 
チで選択します。選択した「作動装示灯」が点灯（緑色）し 

ます。
❹「非常起動」スイッチを押します0 （ピツ）
現在の設定内容が表示されます。

設定内容 「出火階表示灯」（赤） 「作動階表示灯」（緑）
出火階 点灯 点灯
連動階 消灯 点灯
設定なし 消灯 消灯

❺「放送階選択」スイッチで出火階の選択/解除を行います。 
出火階を変更しない場合はそのまま❻へすすんでくださ 
し、（該当するスイッチをすべてを押します。）設定内容が 
表示に反映されます。上の表を参照してください。

❻「非常起動」スイッチを押します。（ピッ）
❼「放送階選択」スイッチで出火階に連動して放送される連 
動階を選択/解除します。（一般に、直上階と階段、エレべ一 

ターを連動階に指定します。）
設定内容が表示に反映されます。（〇の表を参照してくだ 

さい。）
❽「記憶」スイッチを押します。（ピー）
以上の設定が記憶され、設定に該当する階情報放送内容の 

火災放送がモニタに1回出力されます。
❾❷〜❽をくり返して他の階別信号（自火報）を設定してく 

ださい。

❿「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「書込」がら「通 

常」側にします。

0 0 0

設定内容を確認するときは-
•上記手順❶〜❹，❽，❿の順序で操作してください。確認のときに他のスイッチを押すと、設定内容が変更されます 

ので注意してください。

初
め
に

書き込み手順

終
わ
り
に

連
動
階
の
指
定

出
火
階
の
指
定



書き込み例

.出火階、連動階の指定例（1Fロビー
感知器（階別信号）の入力 端子台EL2

1Fロビーの出火階 1Fロビー，1Fラウンジ
1Fロビーの連動階 2F客室，B1駐車場,階段,従業員室（2F）

「書込」にする。

書込っ通I常「翳

和

設定スイッチカバー内

「出火階指定」スイッチを押すc

連動
出火階指定

押す

設定スイッチカバー内

3•響鑑■募1!!!子

5|2F 從業M|aD| I 叫階段|〇〇| |
4|2 F 客室|〇 0|j 七 f 客 f\a 〇「~1
3| I F P ビー |D Q「| Ho從業員|口 〇 1. 1
2|lFラウン〆||0H 4^ ■卩f客室la a1|

」B I %i車場|〇 0 | | 6[| F 客室jo 〇 ||

放送階選択スイッチを押す。

El非常起動

<<<

押す

5. “1Fロビー”の放送階選択ス 
イッチを押す。.「非常起動」スイッチを押す。

b i 駐車 %]〇 □ r 1

2F從業員|Q 〇厂1

客室IO 〇厂1

4卩客室] O D ||
〇從業員1〇 CT厂1

客室jo 〇 QJ

］〇 〇 〇|

B I駐車場|〇 !□ QJ

2F 從業 ftIO 〇 |_|

2 F客室IE3 □厂1

I F ロビー ］〇•口
]••口

4F從業員|0 〇厂I

F 客室1〇 〇|］

客室|0 CS||

]〇 Q I|

現在の設定が表示される。

6.■寶fィッチを押してから、放送階選択スィッチで連動階を

G］非常起動

火 <<<

押す

F從業員|〇|

2 F客室|D

^ F從業員 〇 〇 I I

〇 〇 [I

駐車場|口 〇 〇 I I

B1駐車場, 2F従業員室,2F客室,階段の放送階選択スイッチを押す。

7.記憶スイッチを押す。 •「通常」に戻す。

放送階選択スイッチを押すと押した 
階が追加される。

記憶

押す

書込コ通|常「黯

畤

設定スイッチカバー内 設定スイッチカバー内
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非常放送設備が、各階別信号（自火報）によって起動されたとき、使用言語の選択をし、自動放送される情 
報をそれぞれ指定します。
注：使用言語を各階別信号（自火報）ごとに設定することはできません。使用言語の選択は全階共通になされます。

初
め
に

〇「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「通常」から「書 
込」側にします。
❷設定スイッチカパー内の「連動一斉/階情報指定」スイッ 
チを押します。（ピッ）
現在の言語の設定が表示されます。

&r5S

表示 日本語 日本語+ 
英語

日本語+ 
第2外国語

日本語+
第3外国語

放送階選択指示灯 消灯 点灯 消灯 点灯
マイク指示灯 消灯 消灯 点灯 点灯 （3） （g]1

❸使用言語情報の設定を変更したい場合は「一斉放送」スイ 
ツチを押します。（ピー）
言語の設定が❷の表の（日本語）、（日本語+英語）、（日本 
語+第2外国語）、（日本語+第3外国語）の順に切り替わり、 
表示されます。

❹「放送階選択」スイッチで設定を変更したい階別信号（自 
火報）の番号を選択します。
選択した「放送階選択」スイッチの「出火階表示灯」が点 

灯（赤色）します。
❺「非常起動」スイッチを押します。
現在の設定内容（階情報番号）が表示されます。

❻階情報には〇〇〜99の100通りの設定があります。
◦〇〜28には標準メッセージがすでに組み込まれています 

（Tf卷微。
増設用音声ROM （別売）を使用するときは50〜99を使用 

してください。

•[ loon •r loon
•I_ _ _ _ 10 0 口 •1 1〇〇1_1
-1 : IOOLZJ ，1 1。〇口

'1 l?PI—1^

階情報番号 階情報（メッセージ） 「出火階表示灯」（赤） 「作動表示灯」（緑）
00 情報なし 0 （全て消灯） 0 （全て消灯）
01 “1階，’ 0 （全て消灯） 1（1点灯）
02 “2階，， 0 （全て消灯） 2 （1,2点灯）

• - • -

20 “20階” 2 （1,2点灯） 0 （全て消灯）
21 “地下1階” 2 （1,2点灯） 1（1点灯）
22 “地下2階” 2 （1,2点灯） 2 （1,2点灯）
23 “地下3階” 2 （1,2点灯） 3 （1~3点灯）
24 “階段” 2 （1,2点灯） 4 （1〜4点灯）
25 “エレベーター” 2 （1,2点灯） 5 （1~5点灯）
26 “屋上” 2 （1,2点灯） 6 （1-6点灯）
27 “体育館” 2 （1,2点灯） 7 （1~7点灯）
28 “講堂” 2 （1,2点灯） 8 （1~8点灯）

❼「放送階選択」スイッチで、階情報番号（2けた）を入力する。
設定内容（階情報番号）が表示されます。（表示に関しては❻を参照してください。）

64
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階情報は左図に示すよラに放送階スイッチで入力します。 
ただし、入力は00〜99までで、それ］:i外は反応しません。 
❽階情報番号の「10の位」の数字に対応する「放送階選択」 
スイッチを押します。次に、階情報番号の「1の位」の数 
字に対応する「放送階選択」スイッチを押します。
注：ただし、「10の位」または「1の位」が‘0’ の場合は「放送階 

選択」スイッチの‘10 （0）’ を必ず押してください。
❾「記憶」スイッチを押します。（ピー）
以上の設定が記憶され、設定した階情報放送内容が1回モ 
ニタに出力されます。
❿他の階別信号（自火報）番号で設定をつづけたい場合は、 
❷へもどり❷，〇〜❾をくり返してください。

例

通常時

入力したい階 押す手順 表示
2階 0をす甲して2をf甲す 2階までの作動表示灯が緑色に 

点灯
10階 1をネ甲して〇をネ甲す 1階の出火階が赤色に点灯
15階 1を押して5を押す 1階の出火階が赤色+5階まで 

の作動表示灯が緑色
階情報なし 0を2回押す 出火階、作動表示灯は消灯

情報入力時

階情報入力時、放送階選択スイッチ 
‘10’ は‘〇’ を入力するときに使用 
します。

❿「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「書込」から「通 
常」側にします。

設定内容を確認するときは-
•上記手順〇,❷，❹，❺，❾，❿の順序で操作してください 
ますので注意してください。

確認のときに他のスイッチを押すと、設定内容が変更され

51 1〇 〇! I |。| 1〇 〇 r '1
••l 1〇 〇1 I 9| I

3| I e| !□ □!I

2| I 7I In □口
'! I口 □口 6| In o| I

<iIl5

■3 ■
iM
■ ■6
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書き込み例

2.階情報の指定例
63ページで設定したEL2の放送内容を設定します。

放送内容 「1£で火災が発生しました。」に設定する
S ロロ 5乂疋 日本語+英語放送

（日本語+英語/1F）

「書込」にする。 2.階情報指定スイッチを押す。

書込，T「翳 連一斉 

階情報指定

和

設定スイッチカパー内

押す

設定スイッチカパー内

消灯 点灯 点灯

m弗常起動

押す

I湯スイツチで階情報

、一斉放送スイッチを1回押し、言語（日本語+英語）を設定する。

5.非常起動スイッチを押す。

2F從業員ID） I□厂1

IFラウンyjQ#l1

ろ主車場］E11

ビー ID 〇 || 4F 從業 g |0 Q LJ
4 F 客室 |0 D |J

F 客室 ID 口||

客室jia 〇||
〇 □ [|

2F從業肖|H □厂1

b I駐車場|a 〇 |]

ビー 10 〇 4F從業IUD B厂|
4 F 客室|E1〇 |]

IFラウンジ|0 D

F從業員|〇 n||
F 客室] 〇 D ||

.ち主車培］D

ビー IO Q |Jm8l4F從業 fUDl D Z]

F 客室0 1 ~|

客室］D D

客室jo O ||

]n q

3 I F 口

¥|駐車場|n q匚=］

從業 I]q s I I

IFラウンジ］n Q I I

「客室lo O □□
ビ ー|D HI I] 8|4F從業員]Q O □

客室jD G! |]

D Q |]

出荷時、EL2には「2F」が設定されているc

7.記憶スイッチを押す。 「通常」に戻す。

1Fに設定するには“10 （0）”、“1，，

の順に放送階選択スイッチを押す。 
その他の階については64ページをご 

覧＜ ださい。

記憶 書込1通I常「黯

押す 峰

66
設定スイッチカパー内 設定スイッチカパー内



設定内容を確認するときは-
•上記手順❶〜❸，❺〜❻の順序で操作してください。確認のときに他のスイッチを押すと, 
すので注意してください。

設定内容が変更されま

67

—斉放送のとき、“緊急放送”にするか、“ 
“緊急放送”にするとアッテネーターが「〔 
ターが「OFF」のとき放送できません。出:

〇「書込/通常/総合点検切換」ス 
込」側にします。
❷設定スイッチカパー内の「発報 
イッチを押します。（ピッ）
❸「一斉放送」スイッチを押しま 
作動表示灯が全部点灯し、
設定内容が表示されます。

m急、離

設定内容 放送階選択指示灯
緊急放送 点灯

通常一斉放送 消灯

❹「一斉放送」スイッチ押します。
押すたびに、通常一斉放送/緊急放送が切換られます。 
（❸の表を参照してください。）
❺「記憶」スイッチを押します。
以上の設定を記憶します。

©「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「書込」から「通 
常」側にします。

尚齒固]
@@

'[ 10 〇〇 -I 1口口 1 ~1
— |。〇|~! •[ |。《» 口

■1]□□□ .1 —10 011□
1〇〇口 -1 morn
.0(3 •1 10 011□

通常一斉放送”にするかを選択します。
）FF」でも放送できますが、“通常一斉放送”にするとアッテネー 
筒時は“緊急放送”に設定されています。

イッチを「通常」から「書 

連動停止/プロック指定」ス 

す。（ピッ）
S階選択指示灯」に現在の

Si「ね

■

L
出火■«*

•

| JU-0
■fliNnir

•
❷

••❺
初
め
に
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\am^
\nm^
\~nm^
I □■f-

■GT

>w

タイマー設定入力時、放送階選択ス
イッチ‘10’ は‘〇’ 

きに使用します。
を入力すると

的2^D
N 火K
i*n r»»a

I '<119
出火_»*

參

.»» a
■niimr

•

KMJIttfil
プロ

•
，イマ-»»

=□=]

〇
〇

If報入力時

書き込み手I暝
4.タイマーの設定（1） 第1タイマー（火災放送移行タイマー）の設定

位））を設定します。

〇「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「通常」から「書 

込」側にします。

❷設定スイッチカパー内の「タイマー指定」スイッチを押し 
g "5" 〇 （ピ、ソ）
現在の設定内容が表示されます。（出荷時は5分）
❸階情報の指定と同様に「放送階選択」スイッチで、
時間を入力します。
設定内容が表示に反映されます。（表示に関しては、下表 

を参照してください。）
タイマー時間の「10の位」の数字に対応する「放送階選択」 
スイッチを押します。次に、タイマー時間の「1の位」の 
数字に対応する「放送階選択」スイッチを押します。30秒 

単位の設定をする場合は、続けて「一斉放送」スイッチを 
押します。
注：ただし、「10の位」または「1の位」が‘〇’ の場合は‘10’ の 

「放送階選択」スイッチを必ず押してください。

例
入力したい分 

2分
押す手順

0を押して2を押す
表示

2階までの作動表示灯が緑色に 

点灯
10分 1をt甲して0をす甲す 1階の出火階が赤色に点灯
15分 1を押して5を押す 1階の出火階が赤色+5階まで 

の作動表示灯が緑色

C 1001 J

•I _ _ _ 1。。1__I

■I 1**口!I

〇「記憶」スイッチを押します。
以上の設定を記憶します。

0「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「書込」から「通 

常」側にします。

-設定内容を確認するときは-
❶，❷，❹，❺の順序で操作してくださ 
い。確認のときに他のスイッチを押 

すと、設定内容が変更されますので 

注意してください。

タイマー設定時間
（単位：分）

「出火階表示灯」（赤）
（10の位）

「作動表不灯」（緑）
（1の位）

「放送階選択指不灯」
（小数点台位）

02.0 0 （全て消灯） 2 （1、2点灯） 0 （消灯）
02.5 0 （全て消灯） 2 （Is 2点灯） 5 （点灯）
03.0 0 （全て消灯） 3 （1〜3点灯） 0 （消灯）
03.5 0 （全て消灯） 3 （1〜3のみ点灯） 5 （点灯）

5.0 （工場出荷値） 0 （全て消灯） 5 （1〜5点灯） 0 （消灯）

10.0 1（1のみ点灯） 0 （全て消灯） 0 （消灯）
10.5 1（1のみ点灯） 0 （全て消灯） 5 （点灯）

- • - •

15.0 1（1のみ点灯） 5 （1〜5点灯） 0 （消灯）

冒
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書き込み例
4■タイマーの設定例（1） タイマー

第1タィマ- 2分30秒

設定スイッチカパー内 設定スイッチカパー内

総合 タイマー指定書込- 「点検

押す

•「書込」にする。 2•タイマー指定スイッチを押す。

4F從業員|0 〇| |

4 F 客室|〇 01 J

F客室旧〇 ||
］〇 〇 ||

現在の設定が表示される

ッチで分を15 _4•-斉放送スイッチを押して、秒（30秒）を設定する。

5|2F 從業8|〇 〇|| 叫階段|〇0[1^!

*»|2 F 客室|〇 〇 | | 9|5 F 客室|〇 〇 |^|
3| I F 〇ビー|OlO | | aUf從業衿1口 D [ |

2| IFラウンジ10暑| F客室|〇 DI | |

Hbi駐車場|口#1 ~1 6|3 F 客室|〇 □ ||

‘10”、“2” の順に押す。

一斉放送

押す

5|2F 從業員 |〇 〇 |—~| 叫階段10 0 1 一—|

づ2 F客室|10 〇 | | 9|5 F 客室|〇 口 1 1

3| 1 F D ビ ー|〇 〇 | | 8|4F從業 M|o 〇 11
2|lFラウン y |〇#| | 7|4 F 客室|〇 □ | |

，|8 1駐車湯!##|1 6|3 F 客室|口 Of一—1

5•記憶スイッチを押す。 「通常」に戻す。

記憶

押す

設定スイッチカパー内

書込nT「II

蟀

設定スイッチカバー内
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「火災放送」（出火エリア+連動エリア）のスタートがら一斉放送に移行' 

です。タイマーをOFFにする設定もできます。

〇「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「通常」から「書 

込」側にします。

❷設定スイッチカパー内の「タイマー指定」スイッチを押し 
^ （ピ、ソ）
❸「火災放送」スイッチを押します。
現在の設定内容が表示されます。（出荷時は5分）
❹「タイマーの設定（1）」と同様に「放送階選択」スイッチ 

で、時間を入力します。
注：「10の位」または「1の位」が‘0’ の場合は‘10’ の「放送階 

選択」スイッチを必ず押してください。

例
入力したい分 押す手順 表示

0分 0を2回押す 出火階、作動表示灯は消灯
2分 0を押して2を押す 2階までの作動表示灯が緑色に 

点灯
10分 1をす甲して〇をネ甲す 1階の出火階が赤色に点灯
15分 1を押して5を押す 1階の出火階が赤色+5階まで 

の作動表示灯が緑色
タイマーOFF 放送復旧スイッチを押す 1〜10階の出火階が点滅

❺「記憶」スイッチを押します。
以上の設定を記憶します。

❻「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「書込」がら「通 
常」側にします。

タイマー設定時間 
（単位：分）

「出火階表示灯」（赤）
（10の位）

「作動表示灯」（緑）
（1の位）

「放送階選択指示灯」
（小数点台位）

00.0 0 （全て消灯） 0 （全て消灯） 0 （消灯）
02.0 0 （全て消灯） 2 （1、2点灯） 0 （消灯）
02.5 0 （全て消灯） 2 （1、2点灯） 5 （点灯）
03.0 0 （全て消灯） 3 （1〜3点灯） 0 （消灯）
03.5 0 （全て消灯） 3 （1〜3点灯） 5 （点灯）

5.0 （工場出荷値） 0 （全て消灯） 5 （1〜5点灯） 0 （消灯）

10.0 1（1のみ点灯） 0 （全て消灯） 0 （消灯）
10.5 1（1のみ点灯） 0 （全て消灯） 5 （点灯）

• • • -

15.0 1（1のみ点灯） 5 （1〜5点灯） 〇 （消灯）
タイマー〇FF 1〜10点滅 0 （全て消灯） 〇 （消灯）

するまでのタイマー（0分、2〜5分）

iri H 火!
an rnS

i找
出火■nr

參
■情 MMT
•

RNJIStfil-l

•

3E

情報入力時

-設定内容を確認するときは一
❶〜❸，❺，❻の順序で操作してくだ 
さい。確認のときに他のスイッチを 

押すと、設定内容が変更されますの 
で注意してください。

〇
〇

初
め
に

5| |d □ .〇| !□

4| |d 9| |d □
|ロロ b| |d □

2| )□ □ 7| \naml
'I |DI3 e\ |D □

4■タイマーの設定（2） —_第2タイマ-（-斉火災放送移行タイマ-）の設定
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書き込み例

4•タイマーの設定例（2
第2タィマ 13分

第2タイマー

.「書込」にする。

書込］通I常「翳

設定スイッチカパー内

火災放送スイッチを押す。

火災

押す

「通常」に戻す。

2.タイマー指定スイッチを押す。

タイマー指定

押す

設定スイッチカパー内

嘴
5|2F從業員1001 | 叫階段10 0 1 |

4|2 F 客室|〇 (□ | | 9|5 F 客室|〇 □ | |

3| 1 F D ビー|〇 0「1 b|4F從業員 |〇 〇|—~|

2|lF ラウン/|D®| 1 ァ|4 F客室|D 〇| |

i|BI牡車場10#| | 6|3 F 客室|n 〇 1 1

第1タイマーの設定値が表示される。

.晏興皆干温）イッチで分を設_5.記Itスイッチを押す。

記憶5|2F從業員|〇 D| | |〇| 階段 iQdl |

〇|2 F 客室|〇 口|| |kF t 室 1〇 B ||
3| 1 F D ビ-■(□•l 舞 IffF從業員|〇 □ | |
2|lFラウンジ|0®| | | Al? % 室Ib 〇|__|

〗|biu車場 秦| 「客室In 〇 1 1

T、“3，，の順に押す。

押す

設定スイッチカパー内

書込っ通|常「翳

峰

設定スイッチカパー内

71



4.タイマーの設定（3） 発報放送の繰り返し回数の設定
感知器起動したときの「発報放送」の繰り返し回数と、繰り返し放送 
後、次回放送までの間隔を指定します。（感知器起動以外の発報放送繰 
り返し回数は2回固定です。）

❶「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「通常」がら「書 
込」側にします。

❷設定スイッチカパー内の「タイマー指定」スイッチを押し 
ます。（ピッ）
❸「非火災放送」スイッチを押します。（ピッ）
現在の設定内容が表示されます。

発報放送繰り返し回数設定 発報放送繰り返し間隔タイマー設定
作動表示灯点灯 発報放送 

繰り返し回数 

設定値

作動表示灯点灯 発報放送 
間隔タイマー 

設定値
5 5回 10 1分間隔

4 4回 9 30秒分間隔

3 3回 8 10秒間隔

2 2回（出荷時） 7 5秒間隔

1 無限回繰り返し 6 繰り返し無し

（出荷時）

❹「放送階選択」スイッチで、発報放送繰り返し回数とそれ 

が繰り返される間隔タイマーを指定します。
設定内容が表示されます。（❸の表を参照してください。）

❺「記憶」スイッチを押します。
以上の設定を記憶します。

❻「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「書込」から「通 
常」側にします。

発報放送n回 発報放送n回
繰り返し

発報放送 
繰り返し間隔 
タイマー

繰り返し

。発報放送繰り返し回数

l JI3
出火■nt

•
■niMnt

•
?0 7 71It
參

❷•

も，
*[ loo 口 •d］。。口
*i mon .1 loon
>i 1。口口 .1 Inon
3I 1。〇口 ，1 .1〇〇 口
'1 1口 〇1—] •I la or 1

〇 〇

品回

ロロ 回7

□ □ 限-，

コロ ロ祖〇秒
虹〇秒

コロ ロ 秒|
コロロ ail

設定内容を確認するときは
上記手順〇〜❸，❺〜❻の順序で操作してください。確認のときに他のスイッチを押すと、設定内容が変更されま 

すので注意してください。

初
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に
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書き込み例

4.タイマーの設定例（3） 発報放送繰り返し回数の指定例

発報放送繰り返し回数 3回
発報放送繰り返し間隔 5秒間隔

「書込」にする。 2•タイマー指定スイッチを押すc

書込］T「黯

如

設定スイッチカパー内

3.非火災放送スイッチを押すc

非火災

押す

5.記憶スイッチを押す。

タイマー指定

押す

設定スイッチカパー内

5|2F 從業 MlDOl | |〇| 階段 10 1a| ]

4|2 F 客室|〇 □!] 9|5 F 客室|〇 0 | |

3| 1 F D ビー|口 〇 I I a|4F 從業 ft|00| |

2|lFラウンジ|0®| 1 7U F 客室|D1 D I  1

i|b 1駐車場|〇 □ | | 6|3 F 客室 |Q#[ ]

「通常」に戻す。

し回数、間隔を設定する。

=^>写
5|21=從業8|〇 0| | 10| 階段 |0〇!| 1

*>|2 F 客室|〇 Or] 客室|〇 !□ |~|
3|| F ロビー|l□■[,W從常員1口 〇|1

2|lFラウンジ|0 〇 | | 巾F客室
i|B 1駐車場|〇 口 | | 6|3 F 客室|口 〇 | |

3回繰り返し（3）、5秒間隔（7）の 
順に押す。

記憶

押す

設定スイッチカパー内

書込］T「1

疇

設定スイッチカパー内



❿「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「書込」から「通 
常」側にします。

-設定内容を確認するときは- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
•上記手順❶〜〇,©,❿の順序で操作してください。確認のときに他のスイッチを押すと、設定内容が変更されます 

ので注意してください。
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書き込み手順
5.外部放送制御ブロック指定（1） 手入力
端子台の放送制御入力1,2で放送するとき、その放送階をプロック設定することができます。

緊急/一斉 放送階選択指示灯
緊急放送 点灯

通常一斉放送 消灯

“緊急放送’’では、アッテネーターが「OFF」でも放送できま 
すが、“通常一斉”では、アッテネーターが「OFF」では放送 

できません。

放送の有無 「作動表示灯」（緑）
放送する 点灯
放送しない 消灯

❺「一斉放送」スイッチで緊急/一斉の選択をします。

〇「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「通常」から「書 
込」側にします。

❷「発報連動停止/プロック指定」スイッチを押します。
（ピッ）
❸「非常復旧」スイッチを押します。（ピッ）
〇「放送階選択」スイッチ1、2で外部放送放送制御1、2を選択 

します。同じ内容を設定するときは両方押します。
選択した放送制御入力が出火階表示（赤）されます。放送制 
御入力により放送するプ□ック指定の設定内容が作動表示 

（緑）で点灯します。（出荷時の設定は一斉、全灯です）
放送制御入力 「出火階表示灯」（赤）

1 1が点灯
2 2が点灯

料 〇 rSS
〇 ■
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書き込み例

.外部放送制御のブロック指定
放送制御入力1 従業員室のみ（緊急）

「書込」にする。 2.発報放送停止/ブロック指定 
ス彳ツチを押す。 3.非常復旧スイッチを押す。

書込コ通I常「慧|

和

設定スイッチカパ_内

放送制御入力1を指定する。

s|2F從業貝la# 1 1 H相段In參［一！

F客室|□會厂1 9|5 F 客室|口#1 1

3|| F 〇ビー|〇■厂 I 8I4F 從常 ^1〇91 ̂ ^1
2|i卩ラウンジ|d馨11 巾F客室|□■l—~1
i|bum>-場)## 6|3 F 客室|DI f|

現在の設定が表示される。

非常復旧

押す

発報連動停止 非常復旧

ブロック指定

押す

設定スイッチカバー内

5•—斉放送スイッチを押し、「緊急」に設定する（

押す

一斉放送

押す

令
s|2F從業貝|〇秦「1 叫階段!□#!—~1
4|2 F 客室|Q#|| 9l5 f 客室Id#!~1

3|if 〇ビーii□參r 1 8|4F從業技|〇#|1

Mifラウンジlott 1 1 巾f客室io#r一—1

i|BI駐車場#| | 6|3 F 客室|

6.非常復旧スイッチを押す。
|

の放送階選択ス 8•記憶スイッチを押す。

>b^［

2F從業^1〇#|__］卜I階段］0 I
2 F客室］□ D
I F ロ ビー］〇 〇mG f 客 t\a n1
IFラウンジ］ 〇 E3
B I駐車傷］〇 □

從業 MjQ^rn」 
匚3(p，［i F 客定］□ □ ［~^i 
□Ml>l3 F 客~naar^|

従業員室以外の放送階選択スイッチ 
を押して消灯にしてください。

記憶

押す

設定スイッチカパー内

書
き
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本体内部端子台の「外部放送制御入力」の“ライン1/外部マイク” / “ライン2” と “OVCC 

て設定することもできます。

初
め
に

設定内容を確認するときは- - - - - -
•上記手順❶〜❹，❻，❽の順序で操作してください。確認のときに他のスイッチを押すと、設定内容が変更されます 

ので注意してください。
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）M”を短絡し

齒_ 〇

:二—| 口 □

❺

口口 
□ 口

メイクu ブレイクI」
放送制御入力 |

ライン2

0V
COM

ov
COM

0V
COM

! 音声入力 |

100mA H

2

H
Ru+
100mA C C

または

〇「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「通常」から「書 

込」側にします。

❷設定スイッチカバー内の「発報連動停止/ブロック指定」ス 

イッチを押します。（ピッ）
❸本体内部端子台の「外部放送制御入力」の“ライン1/外 
部マイク” / "ライン2” のうち設定したい方と “OVCOM” 
とを短絡します。
このとき、選択された外部放送制御が出火階表示（赤）で、 
設定内容が作業表示（緑）で点灯します。
〇「一斉放送」スイッチで、一斉か緊急かを選択します。 
緊急点灯/一般消灯

外部放送制御 「出火階表示灯」（赤）
1 1が点灯
2 2が点灯

緊急/一斉 放送階選択指示灯
緊急放送 点灯
通常一斉放送 消灯

❺「放送階選択」スイッチで、放送階を指定します。
❻「記憶」スイッチを押します。（ピー）
以上の設定が記録されます。

❼他の放送制御で設定を続ける場合は、❷へ戻り、❷〜❺を 

繰り返してください。

❽「書込/通常/総合点検切換」スイッチを「書込」から「通 

常」側にします。

メイクu ブレイク
放送制tj入力

ル，/制7 ライン2

0V
COM

0V
COM

音声入力 i

100mA

㉘ (»)

# (»)

(») ⑭
# (S3)

m ilo S-irSIS

I ‘•U
出火■«»

•
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5.外部放送制御ブロック指定（2） 端子台入力

書き込み手順
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置時の点検

重要
書込作業まで完了したら、通常運用に入る前に次ページ以降に記載さ 
れている手順で、非常放送および業務放送が設定どおりに放送される 
ことを確認してください。

点検作業を開始する前に、以下の内容を確認してくださし、。
1. AC電源は接続しましたか？
分電盤のスイッチは「入」になっていますか？

2. 蓄電池のコネクタは接続されていますか？
3. スピーカの配線は終わりましたか？
4. リモコンマイクなど、他の機器の接続は終わりましたか？
5. 操作パネル内の電源スイッチは「ON」になっていますか？

停電時の確認
非常放送時、AC電源を切り 
ください。

蓄電池動作に切り替わることを確認して

運用を開始する前に正しく動作するか点検してく 

ださい。
定期的に保守点検を行ってください（「保守点検の 

しかた」をお読みください）。



設置時の点検
■非常放送の動作点検
手動で「非常起動」スイッチを押すC

HI非常起動

火
押す

2火災灯が点灯し、放送階選択指示灯が点滅しま 

すか？

非常時、オレンジ色に点滅（李動）します。 
点滅しているとき、放送階選択スイッチを押す 
と点灯にかわります。
手動のとき押すと、火災灯が点灯します。

H］非常起動
［2］放送階選択 

1災

3マイク指示灯が点滅していますか

非常時、オレンジ色に点滅します。

4放送階選択スイッチを1個所押します。押され 
た階の作動表示灯が点灯し、音声警報放送（発 
報または火災放送）が流れますか？
放送したい階の放送階選択スイッチを押します。 
（作動表示灯が緑色に点灯）

放送階選択ス 
イッチを押す 
と、緑色に点 
灯します。

火災灯が点滅 
します。

出火IS竹 w 放送階

5 D E3

ui非常起動

点滅

マイクをフックから外し、アナウンスします。
マイクスイッチを押すと、マイク指示灯が点灯
、音声警報放送が止まり、アナウンスが手順4
で押された階に流れますか?

が点灯します。
スイツチを押す

oaoaaooa
aoaaaaaa

6一斉放送スイッチを押し、アナウンスします。 
すべての作動表示灯が点灯し、全館にアナウン 

スが流れますか？

一斉放送スイ 

ツチを押すと 
すべての作動 

表示灯が緑色 
に点灯します。 
火災灯が点灯 
します。

78



Mi •» ■ T«ij «n
ta Bifir

放送終了後は、放送復旧スイッチを押します。作 
動表示灯が消え、スピーカー放送も切れますか？

注：第2タイマーにより一斉火災放 

送に移行した後、放送復旧スイ 
ツチは無効となります。
非常復旧スイッチを押して手順 
1からやり直してください。

放送復旧

押す
放送復旧スイッチを押すと、すべての作動表示灯 
が消え、放送階選択指示灯が点滅します。

8放送階選択スイッチを押します。放送すべき放 
送階を全て選択してください。
放送階選択指示灯が点灯し、作動表示灯が点灯 
しますか？

I2J放送睹»択

零
点滅しているとき、放送階選択ス 
イッチを押すと点灯にかわります。

放送したい階の放送階選択スイッ 

チを押します。 
（作動表示灯が緑 
色に点灯しま
す。）

出火~陷作IF 放m
5 D Ep

放送階選択スイッチを押すと、緑 
色に点灯します。

9手順8で押した階のいずれか一つのスピーカー 

回線を短絡します（火災または非火災放送を放 
送してださい）。短絡表示灯が点灯し、短絡し 
た階の出火表示灯が点滅しますか？
回線短絡 

-□
スピーカ_回線をfe絡すると、赤 
色に点灯します。
短絡した場所の出火表示灯が赤色 
tt—点減します。.
短絡状態を解除します。
点灯を消すには、手順12を行って 
ください。

10 手順9の状態で、分電盤のスイッチを「切」に 

し、停電状態にします。手順9の状態が継続 
していますか？

確認後、すぐに分電盤のスイッチを「入」にして 
＜ださい。）

11 非常復旧スイッチを押します。
火災灯、放送階選択指示灯、点灯している作 
動表示灯、マイク指示灯が消えますか？

12 コンピュータ制御スイッチ.設定スイッチ 
カバー内）を「切」にしてから、「入」にし 
てください。短絡表示灯、作動表示灯が消 
えますか？

79



非常復旧

非常時、オレンジ色に点灯します。
放送階 作動表示灯が緑色に点灯します。

設定どおりに点灯しているか確認
しください。

赤色に点灯し、出火階を表示
します。設定どおりに点灯し 
ているか確認してください。

非常時、オレンジ色に点滅します。

スイッチを押しながら放送すると、マイク指示灯 

が点灯します。
スイッチを押す
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14マイク指示灯が点滅していますか？

16自火報（自動火災感知器）の起動入力端子 
（EL）を復旧し、非常復旧スイッチを押しま 

す。火災灯、放送階選択指示灯、出火階表 
示灯、すべての作動表示灯が消えますか？

15マイクをフックから外し、アナウンスしま 
す。マイクスイッチを押すと、マイク指示 

灯が点灯し、音声警報放送が止まり、アナ 

ウンスが流れますか？

13自火報（自動火災感知器）の起動入力端子 
（EL）を「入」にします（ショートします）〇 
火災灯が点滅、全館に音声警報放送が流れ、 
放送階選択指示灯、出火階表示灯が点灯し 
ますか？
使用言語は設定どおりですか？
（発報連動停止で運用するときは火災放送スイッ 
チを押して火災放送で確認してください。）

設置時の点検
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17非常起動スイッチと一斉放送スイッチを押 
します。
その後、火災放送スイッチと非火災放送ス 
イッチを押します。
出火階、連動階などに火災放送または非火 
災放送が流れますか？

火災放送は次の操作まで、非火災放送は2回、繰り 
返し流れます。

•火災放送をするには〜m菲常起動スイッチを押すui放送睹還択スイッチを押すui火災スイノチを押す

d］菲常起動

（火〇〇災）暴 RN 火災 X火災

[□JcgDJ ink|

一斉放送

'火災放送
ピンポンピンポンピンポン
火事です。火事です。〇階で火災が発生しました。落ち 
着いて避難してください。
ビュービュービュー（第2シグナル音）
•非火災放送
ピンポンピンポンピンポン（第1シグナル音）
「先ほどの火災感知器の作動は、確認の結果、異常があ 
りませんでした。ご安心ください。」

■4 Qマイクをフックから外し、アナウンスします。 
1〇マイクスイッチを押すと音声警報放送が止ま 

り、出火階、連動階にアナウンスが流れます 
か？

点滅から点灯に変わる
スイッチを押す

laaaaaaa
laaaacaaa

19放送終了後は非常復旧スイッチを押します。 
作動表示灯が消え、放送階選択指示灯、マ 
イク指示灯が点滅し、音声警報音が止まり 
ますか？

非常復旧

押す

20非常起動スイッチと放送階選択スイッチを 
押し、発報状態にします。
第1タイマー設定時間経過後、火災放送が放 
送されますか？
第2タイマー設定時間経過後、一斉火災放送 

が放送されますか？

U］非常起動

押す
作動.

押す

火災灯、放送階選択指示灯、出火階表示灯 
が消えますか？

非常後IH 非常放送を復旧させるとき、こ 
のスイッチを押します。

押す
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設置時の点検
22蓄電池のコネクターを抜き、点検スイッチ 

を押すと、蓄電池表示灯が赤色に点灯しま 
すか？

蓄電池に異常が発生した場合、赤色に点灯します。 
正常であれば緑色に点灯します。

充電中 畜電池点検
圓一正常

異常

蓄電池点検時、回路が切り替わる瞬間（蓄電池点 
検スイッチを押したときと10秒後に復旧したと 

き）、一瞬表示が変わることがあります（故障では 
ありません）。

23点検スイッチを押すと、10秒後に故障表示 
の蓄電池が点灯しますか？（点灯するまで数 
秒かかります。）
このとき、ピー音が鳴りますか？

故障しているときは、このパネルのLEDが赤色に点 

灯します。 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

故陣表示

コンピュータ 

-□-
畜電池 

-□-
マイク 回線短絡 

-□

22
23

I口。LJ
ロロロ
ロロロ ］ロロ LJ

Iロロ ロ口。口
Iロロ ロロロロ

aaaaoaaa
aaaaaaaa

atnoaoaaa
aaoainciao

aaoaaaaa
aaacaaaaa

D

24蓄電池を接続して、コンピュータ制御スイッ 
チ（スイッチカバー内）を「切」にしてから 

「入」にします。
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■業務放送の動作点検
•停電時は、業務放送できません。
•本機は、後押し優先方式を採用しており、- 
優先します。

-般放送時（業務放送時）には、常に後から押したスイッチが

1 任意の放送階選択スイッチを押します。放送可 

能表示灯が点灯し、押された階の作動表示灯が 
点灯しますか？

一斉放送スイッチ、放送階選択スイッチを押す 
と、緑色に点灯し、放送可能状態となります。 
放送したい階の放送階選択スイッチを押します。 
（作動表示灯が緑色に点灯。）
放送階選択スイッチを押すと、緑色に点灯しま 
す。

出火腰作！* 放送曲

Q Q

2コールサインスイッチ（別売り品）を押します 

（接続時）。
手順1で押した階にコールサインが鳴りますか？

コールサイン

3一斉放送スイッチを押します。 
すべての作動表示灯が点灯しますか？

一斉放送

押す

n n

一斉放送スイ 
ツチを押すと、 
すべての作動 

表示灯が緑色 
に点灯します。

4マイクをフックから外し、アナウンスします。マ 

イクスイッチを押すと、アナウンスが全館に流れ 
ますか？

スイツチを押す

r 轉用放aBil I

0000aaao 
aooaaaaa
cncjcj□□ロロロ
caciDcsaaao
ociaacsaaa
aoaocDaaa
acaoaaacac]
aaoaaaaa
ocsaaaaaa
aoaoDaaa

7.

放送終了後は、放送復旧スイッチを押します。
作動表示灯、放送可能表示灯が消え、スピーカー
放送も切れますか？

放送復旧'）が消えます。

含
^押す

放送復旧スイッチを押すと、 
作動表示灯、放送可能表示灯

6あらかじめ接続されている機器を動作させて、 
各機器のレベルを設定します。
お客様に設定レベルを教えてありますか？

出カレペル表示灯を見ながら、各音量を決めてく 
ださい。アナウンス、BGMなどの出カレベルはレ 
ベル表示灯が1〜2個点灯するよ^に調節してくだ 
さい。
ライン1/外部マイクライン2 ライン3

〇 ° 〇 〇 ° 0 〇 ° 〇 
〇 〇 〇 〇 〇 〇
0()0 0()0 of )0
〇〇 〇 〇 〇 〇

0° °10 0° °10 0° °10

（モノラ八

-12dB 
10叫不平衡

p放送終了後は、放送復旧スイッチを押します。

放送復旧スイッチを押すと、作動表示灯、放送可 
能表示灯が消えます。
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（このページは白紙です。）
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保守点検のしかた

ご注j

非常放送設備の保守は、消防設備士（第4類甲、乙、第7類乙）または 
第2種消防設備点検資格者でなければ行えませんので、ご注意くださし、。
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保守点検
■点検について

—u
•き llriilSSTI

回回1 y

JW.—□

,• a«« 1 • tmum
-—□- ij- - 口- U

菲*用

火〇災❹ 〇齒回 
'©@

.本機にはセルフチエック機能があり、コンピュー 
夕がコンピュータ自身、マイク、回線短絡を常時 

点検し、24時間おきに蓄電池の点検を行います。

コンピュータが故障を発見したときは、操作パ 

ネル左上の故障表示灯、または短絡表示灯が点 
灯し、警告音（ブザー：ピー）が鳴ります。設 
定パネルを開け、どこの異常かを確認してくだ 
さい。

，警告音を消すには、どれかスイッチを押してく 

ださい。
•一時的に消すことができます。
•異常表示灯は赤く点灯したままです。

■総合点検
外部に音を出さずに、本機の総合点検ができます。
1. 設定スイッチカパーを開け、「書込/通常/総合点検」スイッチを 

「総合点検」にします。
2. 業務放送および非常放送を行います。このとき、外部には音声が出 
ませんので、それぞれの表示灯、指示灯、および出カレベル表示灯 

が働いていることを確認します。
3すべての動作を確認しましたら、「書込/通常/総合点検」スイッチ 

を「通常」にし、設定スイッチカパーを付けてください。

本機はU下の動作で非常電源動作を確認できます。
1. 総合点検状態で非常起動スイッチと放送階選択スイッチを押します。
2. 非常放送を放送している状態で蓄電池点検スイッチを押します。
3. 主電源表示灯が消灯し、非常電源での動作になります。
4. 非常放送が継続していることを確認してください。

Vlr',:0 .
n 〇 ■

til尚固

〇口
on

口口 
n口

注意
非常電源での動作テストは蓄電池を消耗し、電池寿命に影響しま 

す。定期点検時のみにしてください。

書込］T「黯
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■電源の点検
修自_力点、ネ矣
コンピュータが24時間おきに点検を行います。

メモ

本機には、セルフチヱツク機能があり、コンビユータが24時間おきに蓄電池の点検を自動的に行っていますが、手動 
でも点検が行えます。
手動で点検を行うと、コンビユータは、その時点から24時間おきに自動点検を行います。
放送中に蓄電池点検スイッチを押すと、スピーカーから「ポツJ音が出ることがあります。（故障ではありません）

20時間 24時間 24時間

［コンピュータが異常を発見したとき］
「故障表示灯」と「蓄電池故障表示灯」が赤色に点灯し、4 
秒おきにブザー音（ピー）が鳴ります。

［処置］
'操作パネルのいずれかのスイッチを押すと、ブザー音 
（ピー）が止まります。
販売店または、保守契約店にご連絡ください。
•プザー音（ピー）が止まっても故障表示灯は赤く点灯し 
たままです。

「本檣の状態

主電源- - | |

—

連動

□

充電中 
□

コンピュータ 畜電池

故陣表示- - ［I - - - 「|1一

赤く点灯

連動一斉

□
報連動停止］

□

畜電池点検 
Mr正常，

□
 正常^

マィク 回線短絡 

-□

►蓄電池の電圧測定
蓄電池の電圧を電圧計などで測定できます。
1•パネルを開けます。
2.TP402 （+）とTP403（GND）間の電圧を測定しますc

-注意- - - - - - - - - - - - -
電圧測定時、電圧計などの測定端子先端が他の部 
品に触れないように注意してくださし、。

乙丁卩⑽之㊉TP403(GND)
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設置時の点検
•蓄電池の交換について

•蓄電池は非常放送で使用しなくても、寿命が 
きます。
•点検の際容量不足があれば、全数新品と交換 

してください。
•交換した蓄電池の取り扱いには注意してくだ 
さい。
•不要になったニッケル•カドミウ 
ム蓄電池は、貴重な資源を守るた 
めに廃棄しないで、ニッケル•力 

ドミウム蓄電池のリサイクルにご 
協力ください。 Ni-Cd

-注意
蓄電池の交換は、販売店 

か保守契約店に依頼する
感電の原因となります。❶

△注意
指定された蓄電池をご使用ください。指定以外の蓄電池を使用することは、
ら過充電などの危険な状態になりますので、絶対に使用しないでください。
池については販売店にご相談ください。
蓄電池を交換する場合は、常用電源スイッチを「入」にした状態で行ってください。

充電電流の違いなどか 

なお、使用可能な蓄電

■絶縁耐力および絶縁抵抗試験
必ず電源スイッチを「切」にしてから行って 
/ださし''
• EL端子、EF端子、EB端子のいずれかを測定 

する場合
測定前にCN7とM2ねじを取り外してくださ 

い0

•スピーカ回線と大地間の測定を行う場合
測定前にM1ねじを取り外してください。

M1ねじ

CN7

M2ねじ

3

-汪意—- - - - - - - - - - - - - - - - 一
スピーカー接続端子、EU EF、EBなどの各端子には、雷サージおよび静電気保護のためにシャーシとの 
間に、ZNR （サージアブソーバー）が取り付けられています。指定のコネクターを外してから絶縁抵抗試 

験を行ってください。外さずに試験を行うと試験結果は不合格となります。
また、絶縁抵抗試験は配線の片側と大地間で行います。配線相互間で行うと本機や接続されている機器 

を破損する場合があります。

88



放送系統表 上書き込みのときにご利用ください。:

•放送系統表の使用例
＞放送系統表の使用例 '出火階指定系統表の使用例
階
情
報
明
細

ス
ピ
—
力
麗

アM
Vエ送放

放
送
制
御
1

ラ
イ
ン
1
\

外
部
マ
イク

放
送
制
御
2

ラ
イ
ン
2

B2 1 場車駐
B1 2 場車駐 I
B1 3 場会宴 _

F 4 Iビ□
F 5 ジンウラ

2F 6 室客 〇
2F 7 員業従 〇
3F —8 室客 〇

F 9 室客 〇
F 〇1 員業従 〇

Eし 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

\出火階 B2 B1 B1 1F 1F 2F 2F 3F 4F 4F

馬キ 馬午 宴 □ 7 客 従 客 客 従
車 車 △ ビ 念 業 業連動階\ 

その他\
場 場 場 1 も 室 昌 室 室

B2駐車場 • 〇 〇 〇 〇
B1駐車場 〇 • • 〇 〇
B1宴会場 〇 • • 〇 〇
1F□ビー 〇 〇 〇 春 •
1Fラウンジ 〇 〇 〇 • 參
2F客室 〇 〇 • •
2F従業昌 〇 〇 • 會
3F客室 〇 〇 •
4F客室 〇 • •
4F従業昌 〇 • •

rp表を使ってブロック放送、および非常時での出火階指定を組んでくださいc
|放送系統表
階
情
報
明
細

ス
ピ
—
力
一
^

アリH送放

放
送
制
御
1

ラ
イ
ン
1
\
外
部
マ
イ
ク

放
送
制
御
2
 

ラ
イ
ン
2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

〇1

出火階指定系統表
EL 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

\出火階

連動
その他\

•—斉放送スイッチの指定
ご使用になる設定にチェックマーク（M）を付 
けてください。

匚瞭急一斉放送 

，タイマーの設定
第1タイマー 

第2タィマー

通常一斉放送

分

分

•放送階の記入
放送階は市販されているネームシールまたは下 
の放送階記入ラペルなどに記入し、本機にはり 
付けてご使用ください。

•放送階記入ラベル（コピーしてお使いください。）

発報放送繰り返し回数 

発報放送繰り返し間隔

回



※消費電力測定方法•表示は電気用品取締法と非常用放送設備認定基準では異なります。

90

仕様
♦電力増幅部
電源 AC 100 V 50/60 Hz, DC 24 V
定格出力 120 W （負荷インピーダンス100 Vライン83 Q）
消費電力 120 W （電気用品取締法の技術基準）

240 W （定格消費電力非常用放送認定基準）
警報時DC消費電力 87 W （停電S2時消費電力非常用放送認定基準）

■ミキサー部 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
周波数特性 50〜15 000 Hz -3 dB±2 dB
ライン1/外部マイク入力 入カレベル -22 dBV/-58 dBV（-65 dBV 600 Q に適合）

入カインピーダンス10kQ、不平衡
S/N 50 dB以上

ライン2 入カレベル -12dBV/-22dBV
入カインピーダンス10kfl、不平衡
S/N_ _ _ _  65 dB以上_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

ライン3 入カレベル -12 dBV
入カインピーダンス10kfl、不平衡（前面ピンプラグ）
S/N 65 dB以上

■非常操作部 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ __ _ _ _ _
マイク（付属）
非常および業務兼用

-58 dBV 600 Q に適合
不平衡AGC付き

音声合成部 日本語による基本文章と28の階情報日本語+英語
増設ROM（別売り特注品）：取り付け可能（ソケット差し込み）

出カレベル計 発光ダイオード表不
モニタ_スピ_力一 出力0.05W8 Q 3段階ァッティネーターおよびハウリング防止回路付

主回路電源表示 LED点灯方式
出力制御回路 放送階選択10局
音声警報スイッチ 火災放送スイッチ

非火災放送スイッチ
使用蓄電池（非常用） 
外部制御端子

NCB-230 2.3 A/5HR 
階別信号入力ELX10 
火災確認入力EF
EB 接点（24 V 1A）
非常外部制御（EMG24 Vブレイク100 mA）
+Ru出力（24V 100 mA）
入力制御:メイク入力によりライン入力を出力状態にする（単局リモコン•ページン 

グ•アナウンスユニット制御用）
スピーカー出力X10

自己診断機能
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保証とアフターサービス
修理•お取り扱い•お手入れなどのご相談は•
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。

■保証書（別添付）
必ず、お買い上げの販売店がらお買い上げ日.販売店名などの記入をお確かめのうえ受け取り、よくお読 

みのあと保管してください。

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

■修理を依頼されるとき
まず電源を切ってから、お買い上げの販売店へご連絡＜ださい。 
•保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理させていただきます。

•保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる商品については、ご希望により有料で修理させていただきます。
ただし、壁掛形非常用放送設備の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切y後7年です。 
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

參修理料金の仕組み
修理料金は、技術料■部品代_出張料などで構成されています。
厂技術料Iは、診断.故障箇所の修理および部品交換.調整•修理完了時の点検などの作業にかかる費用 

です0

部品代Iは、修理に使用した部品および補助材料代です。
出張料Iは、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。
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便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です。）
お買い上げ年月日 年月日 品番WK-250

販 売店 名 a ( )

松下電器産業株式会社 

松下通信工業株式会社AVシステム事業部
〒224 - 8539横浜市都筑区佐江戸町600 S （045）932-1231（大代表） 

N1098-1118 A8QA5093BN

© Matsushita Communication Industrial Co.,Ltd.(松下通信工業株式会社)1998


